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明治時代における中園地方の薬学教育

「日本薬学会第 108年会(広島)薬史学部会特別講演」

小山鷹 ー・*1

The Pharmaceutical Education in the Chugoku Region 
¥ 

in the Meiji Era 

<A lecture at the Section of Pharmaco・historiain the 108th 

Annual Meeting (Hiroshima) of the Pharmaceutical 

Society of Japan， April 5， 1988) 

幕末から明治初期にかけて西洋医学の興隆

は目覚ましく ，それに伴って洋薬の需要は増

大したが，専ら輸入に頼るのみであった.当

時わが国の薬業者は，洋薬に対する知識に乏

しく検査能力も不足したために，好商に乗ぜ

られた贋造品，粗悪品も輸入せられ国民保健

上からも大事と感じられるに至った.監督官

庁であった文部省医務課は明治5年(1872)

EZ11月東校御雇教師ヘルマンに薬事制度を諮

問し 「薬剤取調之法J28項を定め，明治6年

(1873) 5月20日太政大臣に具状した.これに

は薬局方の制定，司薬局での薬品の検査等基

本的な問題を含むが，その第2項では薬舗の

資質向上のために試験制度を採用している.

薬剤取調之法は薬事に関するもののみであ

ったから，むしろ医療全般にわたる制度の制

定が緊急必要とせられ，明治6年 (1873) 6 

月19日文部省達第89号 6月22日間90号で全

国の医師，薬舗を調査して基礎資料とし，I医

制」原案の作製を急いだ.完了 した医制は明

治7年 (1874) 3月12日裁可せられたが，同

年8月18日実施可能の地域として東京，京都，

大阪の三府に布達した.

*1 日本薬史学会

( 1 ) 

Takaji Koy AMA *1 

医制によれば，調薬者として薬舗主 ・薬舗

手代 ・薬舗見習の三段階を定め，薬舗手代及

び薬舗主の免許は試験合格者に与えることと

した.薬舗手代の試験科目は数学，外国語学，

ラテン語学，処方学並びに物理学 ・化学 ・植

物学 ・動物学 ・鉱物学の大意とあるが，医制

発行後凡そ10年の聞は算術，理化学の大意，

薬物の名目品類でよかった.また，薬舗主は

2か年以上薬舗手代をした勤務実績に加えて

実用化学，薬剤学大意，製薬学，毒物学の試

験に合格しなければならないが，医制発行後

凡そ10年の聞は算術，理化学大意，薬剤学大

意，処方学大意の試験科目に合格するのみで

よかっ?こ.

医制の布達を受けて直ちに対応したのは京

都府であった.京都府には明石博高を中心と

した府立の京都会密所が活動していた頃であ

り，文部省と打ち合わせて薬業家を合薬業

(薬舗)と通薬業(薬種商)とし，明治8年

(1875) 3月薬舗試験規則を公布し 7月には

試験を実施し，10月14日附で内務省より免状

を受け合格者に交付している.ここに内務省

と言うのは，明治8年6月28日衛生業務管理



は文部省より内務省第七局に移されたためで、

あり，翌9年 (1876)1月より内務省衛生局

となった.

医制はその後一部改正(主として医学校の

章を除く )して明治8年(1875) 5月14日改

めて三府に布達せられた.京都府以外は容易

に薬舗開業試験を実施しないので，同年12月

25日内務卿より三府に「薬舗開業試験に関す

る件」が布達せられた.これによれば試験科

目は，算術，物理学大意，化学大意，薬物学

大意，処方学大意の五科目で，試験は府で実

施し成績を内務省、に具状し免状を受けて本人

に交付することが示され，明治9年 (1876)

1月 1日より施行することとなった.更に明

治 9年 1月25日薬舗試験は司薬場に打ち合わ

せ実施するように布達せられた.東京司薬場

は明治7年 3月27日，京都司薬場は明治8年

2月15日，大阪司薬場は同年3月24日に開設

せられ， ここには薬学専門家カ川、るので，府

としては試験を実施するのが容易となった.

明治5年 (1872)11月28日より 3年間，東

校薬局教師としてニーウェノレトを雇い入れた.

これは明治4年(1871)7月8日来日したミュ

ルレルの要請により ，文部省が明治5年4月

14日正院に申し入れ，即日認可せられたもの

であったが，製薬学術の進歩のためには先ず

東京に 1個の製薬学校を設立すると L、う薬剤

取調之法の趣旨により，第一大学区医学校よ

り文部少輔田中不二麿あてに 「医学校内に製

薬学校を附属設立し5か年の薬学教育を行な

う」ことについて伺いを出 したのは明治6年

(1873) 6月25日であった.同年7月25日 「伺

之通」と認可せられたが， r但し製薬学校設

立併びに別段外国教師御雇の儀は相成らず候

事」との条件付きであった.既にニーウェル

トを雇い入れていることであるから別段外国

教師御雇の儀は相成らずとなったので、あろう

が，製薬学校設立は不可というのであるから，

医学校に附属する製薬学一科の教場として開

設することとし早速予科生の募集を始め10月

四日 までに20名を入学させ冬学期より開講し

た.この20名中12名は医学校予科または開成

学校より転科したものであったから予科第一

( 2 ) 

級とし 8名は予科第二級とした.第一大学

区医学校は明治7年 (1874) 5月7日大学区

から独立して東京医学校と改称したが，明治

10年 (1877) 4月12日東京大学医学部となっ

た.予科第一級生中9名は明治11年 (1878)

3月29日東京大学医学部最初の卒業生として

製薬学科を卒業し，翌年製薬土の学位を授与

された.その後明治13年4月10日製薬学科改

組に至るまでに入学した同科卒業生即ち製薬

土の数は次の通りである.

第 1回生明治11年 3月29日卒業 9名

第2回生 明治12年10月18日卒業 10名

第 3回生明治13年7月12日卒業 O名

第4回生明治14年7月9日卒業 9名

第5回生 明治15年10月28日卒業 5名

第6回生 明治16年10月27日卒業 1名

製薬土合計34名

製薬学教場にも国語で製薬学大意を教授し，

修業年限 2か年の通学生教場を開設すること

となり，明治9年(1876)12月第1回生50名

が入学した.その後は毎年5月， 11月の 2回

入学生を募集した. 明治12年 (1879) 5月

第 1回生23名が卒業した.明治13年 (1880)

4月10日通学生教場は改組して本科と合流し，

新たに修業年限3か年の別課が設置せられた.

これらの卒業生数を次に示す.

通学生教場卒業生

明治12年5月卒業23名 7月卒業20名

明治13年 1月卒業10名 7月卒業23名

明治14年 4月卒業15名 7月卒業12名

明治15年6月卒業23名 8月卒業6名

合計 132名

薬学科別課卒業主主

明治17年2月卒業11名

明治18年 1月卒業34名

明治19年12月卒業14名

明治20年12月卒業18名

合計 77名

これらの卒業生が各地に就職すると，その

地の薬業者等は医制に r(当分)従来薬舗主

たる者は試業を要せず，履歴明細書に照準し

て仮免状を授け開業を許す」とあり自身は保

証されたとしても仮免状であり，その子弟は



新たに開業することも家業を継ぐことも出来

ず，これらの薬学者を頼って薬学講習会また

は薬学校を設立して薬舗開業試験に対応する

薬学勉学の機運が高まって来るのであった.

そこで文部省は明治15年 (1882) 7月18日

達第6号で薬学校通則を布達した.これによ

れば薬学校は甲種と乙穫に分け，甲種薬学校

は薬剤師の具成を目的とし，乙種薬学校は薬

剤師の速成を図るものとし，各々の入学資格，

修業年限，学科目，毎週のt事業時数，教員の

資格等を詳細に規定している.この薬学校通

則こそは薬剤師とい う名称が公的文書で使用

せられた最初の物であろう.

1. 私立薬舗学講習所1】

広島市内の薬舗有志者が寄付拠金して明治

15年(1882) 9月私立薬舗学講習所を広島市

内に設立し生徒定員を25名とし理学，化学，

薬品学，調剤学等の初歩を教えた.当時広島

鎮台病院薬剤官として溝口恒輔(製薬土，第

2回生)が着任していたので，恐らく 溝口が

関係したものと思われる.次第に盛大にして

行き，将来乙種薬学校とする予定というが，

明治16年まで、授業が行なわれたこと は確実で

あるが，その後の消息は不明である.

2. 岡山県医学校内の薬舗学校

明治15年 (1882) 9月岡山県医学校内に産

婆学校及び薬舗学校を開設したとの新聞記

事2) があり，また岡山県教育年表3) にも同様

の事が記されている.恐らくこれには明治12

年 (1879)11月岡山県病院薬局長兼医学校教

諭として着任している吉田学(製薬土， 第1

回生)が関係したことは確実と思われるが，

吉田は明治15年8月15日肺結核で早逝した.

薬舗学校開設の記事は吉田の逝去の 1か月も

後に出るのであるが，この薬舗学校開設は吉

田の逝去で、中止されたものであろう.それは

同年10月20日の山陽新報4) の記事に岡山区内

の薬舗一同が薬舗学校設置の計画中とあるか

らである.もし医学校内の薬舗学校が活動し

ていれば，薬舗一同が僅か 1か月後に薬舗学

校開設の計画をする筈が無L、からである.

( 3 ) 

3. 山口県薬学講習会

山口県立病院は明治16年 (1883)に開設せ

られ，薬局長として大西耕が着任し，山口県

の薬舗一同にとって強力な指導者となった.

早速佐々木一太郎，河野亀太郎等有力薬業家

6名が発起して明治17年 (1884) 4月県立病

院内に山口県薬学講習会を開設5) し，大西を

講師として独逸学大意，算術，物理学，化学，

薬物学，処方及び調薬の教育を始めた.薬舗

子弟は勿論誰でも入会することが出来たので，

次第に隆盛になって行った.

然し山口県議会は明治21(1888)年度から

は県立病院を廃止し院長奥田道有の私営とし，

県費より毎年二千円補助することに決定し，

薬学講習会は廃止せられた.

4. 広島薬舗会6)

広島鎮台病院勤務の薬剤官磐井文二郎(薬

学科別課第 1回卒)，中村為保の周旋で，広

島の主な薬舗約20名で明治20年 (1887) 3月

広島薬舗会を結成 した.その事業計画には，

模範調剤所の設置，衛生試験薬品鑑定の実施，

薬品製造事業を興す等あるが，ここで注目す

べきは「薬学及びこれに必要な学科を教授

す」とあり教育機関の開設を挙げている.そ

の設置は約5年後であり後に述べる.

5. 私立岡山薬学校7)

岡山区の主な薬業家を中心とした8名が発

起人となり，吉田学の後任と して着任した岡

山県医学校教諭松尾周蔵(製薬土，第4回生)

を校長兼教師に，同助教諭片平周三郎，同神

戸要次郎，同河崎柄徳等を教師に委嘱して，

明治20年 (1887) 9月23日，岡山区東中山下

55番邸杉山邸で私立岡山薬学校開校式を挙げ

た.入学生は30余名で10月1日から開講した.

明治22年 (1889) 3月15日法律第10号とし

て薬品営業泣薬品取扱規則(一般には薬律と

いう)が公布せられ，同年3月27日内務省令

第 3号と して薬剤師試験規則が制定せられた.

これによ って薬剤師試験科目は学説と実地に

分かれ，学説は物理学，化学，植物学，生薬



学，製薬化学の 5科目，実地は分析術，薬品

鑑定，薬物製錬，調剤術の 4科目と なった.

私立岡山薬学校では岡山県医学校が廃止さ

れて第三高等中学校医学部が設置されたので，

明治21年 (1888) 4月1日より 医学部予備科

の教育も併せ行なうことにした.明治22年

(1889) 3月27日薬剤師試験規則(明治23年 3

月 1日施行)制定に伴い教育程度を高くし，

実験時聞を多く した.明治23年 (1890)2月

6日第三高等中学校医学部に薬学科附設のた

め，在校生をこれに引き継ぎ私立岡山医薬学

予備校となり同年3月27日開校式を挙けYこ.

明治27年 (1894) 6月23日高等学校令が公布

され第三高等学校には薬学科が設置せられな

いため，高等学校医科予備門と改称し修業

年限を 3か年に延長し，尋常中学校と同程

度の教育内容とした.明治28年 (1895)1月

12日私立関西尋常中学校に改組し，明治32年

(1899) 2月6日中学校令改正により 4月より

私立関西中学校と改称し，戦後の学制改革に

より 関西高等学校となり，現在岡山市西崎本

町に本拠を置く学技法人関西学園に発展した.

私立岡山薬学校の卒業生数は次の通りであ

る.

明治22年 9月卒業 第 1回生 9名

明治22年12月卒業 第 2回生 9名

明治23年 3月卒業? 第 3回生 6名?

合計 24名

(?を付ーけたのは確実では無い.特に

6名というのは確実に姓名まで把握した

数であるが，これ以上かも知れない.) 

6. 第三高等中学校医学部薬学科的

明治19年 (1886) 4月10日勅令第15号で中

学校令が制定せられた.中学校は実業教育を

主と し上級学校進学のための教育を副とし，

また中学校を高等，尋常の二等に分け，高等

中学校は全国を 5区に分け各区に 1か所設け

文部大臣の所管と し， 尋常中学校は各府県で

便宜設置出来るが地方税で支弁又は補助し得

るものは 1か所に限る とした.同年11月30日

文部省告示第3号で高等中学校の設置区域が

次のように示された.

( 4 ) 

第一区関東，愛知，静岡，山梨，長野

1府10県，学校の位置東京

第二区東北6県，学校の位置仙台

第三区近畿，中国，四国，岐阜2府15

県，学校の位置京都

第四区 北陸4県，学校の位置金沢

第五区 九州 7県，学校の位置熊本

この区分の根拠は明らかでは無いが，一見

して不均衡の感は免れない.

明治20年 (1887)8月19日文部省告示第6

号により各高等中学校に医学部の設置が決ま

り，医学部の位置は第ーは千葉，第三は岡山，

第五は長崎，第二，第四は本校のある仙台，

金沢と決定した.

明治22年 (1889)3月22日文部省令第2号

で各医学部に薬学科を附設する場合の学科及

びその程度が示され，同年4月2目先ず金沢

の第四高等中学校医学部に生徒定員60名の薬

学科が附設せられ，次いで明治23年 (1890)

2月6日文部省告示第1号で岡山の第三高等

中学校医学部に生徒定員 100名の薬学科が附

設せられた.同年8月26日までに長崎，千葉，

仙台の順に各医学部に薬学科が設置せられた.

第三高等中学校医学部では既に医学部教諭

として松尾周蔵，佐藤直，助教諭として片平

周三郎，神戸要次郎があ り，新たに教官とし

て採用されたのは助教諭稲岡登 1名で十分で

あった.

明治27年 (1894) 6月23日勅令第75号で高

等学校令が公布せられ，高等中学校は同年9

月11日から高等学校となった.同年7月17日

文部省令第17号で高等学校の法学部，工学部，

医学部の学科目及ひ‘講座の数が示された.医

学部の最後に薬学三講座とあり .I但第三高

等学校医学部に於ては薬学を設けず」との但

書によって法令上は岡山の薬学科は消滅した.

この薬学科の卒業生数は次の通りである.

第 1回生明治25年 (1892)11月17日卒

業 9名

第2回生明治26年 (1893)12月2日卒

業 15名

第 3回生明治27年 (1894)11月22日卒

業 9名



合計 33名

5高等中学校医学部薬学科中最も優秀と認

められる岡山の薬学科のみが何故廃止せられ

たのか理解に苦しむ所である.第三高等学校

のみが「高等学校は専門の学科を教授する所

とす」との文部大臣井上毅の方針通り大学予

科を設置しなかった.然し薬学科が他の高等

学校薬学科に劣る所は全く無い.当時の風潮

として薬学が軽視せられ，特に第三高等中学

校内特に同医学部内でも薬学そのものが重視

せられていなかったことが原因であろうと思

われる以外に廃止の理由は無い.

井上毅文部大臣は肺結核が重症となり明治

27年 (1894) 8月29日依願免本官となるので

あるが，その後は高等学校は大学予科教育が

主となり，高等学校医学部は独立して各医学

専門学校となったことを思うと感無量である.

さて明治23年 (1890) 3月 1日より薬律が

施行せられ，薬剤師試験規則も同日より発効

となれば，各県で薬舗開業試験が行なわれる

傾向となり，中国五県でも次のように薬舗開

業試験が実施せられた.薬律第44条に「此規

則以前に於て内務省より薬舗開業免状を受け

たる者は薬剤師たるの効を有す」とあるので

駆け込み試験と見られても止むを得ないであ

ろう .

広島県明治21年 8 月 15 日 ~8 月 20 日

受験者 3名

22年 8 月 15 日 ~8 月 20 日

受験者 8名

22年11月 15 日 ~11 月 16 日

山口県明治22年 4 月 25 日 ~4 月 26 日

受験者 2名

22年10月 21 日~1O月 22 日

受験者 23名

23年 2 月 17 日 ~2 月 19 日

受験者 26名

島根県明治22年7月

受験者 3名，合格者 3名

23年 2 月 12 日 ~2 月 13 日

受験者 17名

鳥取県明治22年12月 11 日 ~12月 13 日

受験者 3名，合格者 3名

( 5 ) 

23年2月

受験者 3名，合格者 3名

岡山県明治22年 5 月 31 日 ~6 月 1 日

受験者 11名

22年10月 28 日~1O月 30 日

この表を見ると各県なんらかの形で薬学の

学習が行なわれていたことであろう.

7. 広島薬学講習所9)

広島衛成病院勤務の恩田重信(製薬学通学

生明治15年6月卒)，大岩乙三(別課明治18年

1月卒)，国友保民(別課明治18年 1月卒)等

の発起で実地有為の薬剤師養成を目的として，

明治25年 (1892) 5月広島市塚本町に設置せ

られた.本科は修業年限2か年で完全な薬学

者を養成し，速成科は修業年限 1か年で薬学

の大意を知らせ，特別科はある科目を特習さ

せるとし， 学習科目としては18科目を用意し

ているが， 実際には陸軍薬剤官が勤務の傍ら

講義するのであるから，当分の聞は速成科の

みを設け夜間授業とした. 明治25年 5 月~1O

月は物理学，無機化学，薬用植物学の 3科目

を毎週各2回 1回 2時間以上講義すること

にした.

この講習所も長くは続かなかったようであ

るが，その詳細は不明である.

8. 私立山口衛生試験所の薬学講習所併

置10)

明治25年 (1892)11月私立山口病院(院長:

奥田道有)では院内に私立山口衛生試験所を

設置し飲食物薬品等の検査の依頼に応じるこ

とになった.同時にこの試験所内に薬学講習

所を設けて薬剤師試験受験希望者に必要な学

科を教授することにした.

明治29年 (1896)11月の山口県通常県会で

私立山口病院を明治30年度から再び県に移管

して県立病院とする件を可決した.奥田院長

の私有であった衛生試験所も山口県の所管と

して院内に新築することにしたが，併置され

た薬学講習所は廃止せられた.

薬律(明治22年法律第10号)は明治23年

(1890) 3月1日から施行せられたが，同時に



薬品巡視規則(明治22年3月27日，内務省令

第4号)も施行となった.東京府薬品巡視員

を委嘱された池口慶三は，明治31年 (1898)

本町の薬種商で多量の耽素を含有した塩酸を

発見して告発したが，薬種商は封誠した容器

のまま販売したのであるからとの理由で無罪

となった.そこで薬律改正の問題が起きたの

であるが，改正案は明治34年 (1901) 3月7

日内務大臣が決済したが容易には国会を通過

せず，明治40年 (1907)4月9日法律第35号

として成立し翌41年 1月1日から施行となっ

た.この改正で薬剤師でなければ取扱い得な

い指定医薬品制度が出来るというので，薬剤

師養成の気運が高まって来た.明治41年内務

省令第7号で指定薬品71品目が決定し法律第

35号と同時に施行せられた.

9. 鳥取薬学夜学会の設立計画

明治32年(1899)薬学家数名が医家，薬業

家の徒弟に薬学の大要を教える夜学会を企画

し. 4月10白鳥取薬剤師会は徒弟薬学夜学会

設立の件を審議1わした.翌33年 (1901)徒弟

に薬学教育をする傍ら衛生的分析鑑定の依頼

に応じる案12)が出て，明治34年(1901)鳥取

薬剤師会は衛生試験所と夜学校設立の取調

委員に渡辺悦之輔，山口正喬，田中虎勝を委

嘱13)した.明治40年 (1907)10月12日鳥取県

薬剤師会は試験所設置を決定したが，夜学校

設置は無視14)せられた.

10. 岡山薬学夜学会山

佐藤直等十数名が発起して岡山薬学夜学会

を設立し明治35年 (1902) 5月5日岡山市内

山下桜馬場の養忠学校で発会式を挙げた.こ

の会は薬剤師志望者に必要な学科を 2か年教

育する夜学会と薬業者自身の研鎖を行なう薬

制研究会とから成り会頭は佐藤直，講師は藤

原吉二，小川列三郎，胤草初市，友野乙吉，

原牧三郎が交代して授業することにした.会

員は夜学会38名， 薬制研究会13名で次第に盛

況となっていったが，間も無く消滅した.こ

れには岡山県私立衛生会附設の産婆看護婦養

成所に調剤専修科を設置したことから，岡山

( 6 ) 

県病院院長菅之芳と調剤部長佐藤直との対立

が関係無しとはしないが後で述べる.

11. 松江薬学講習会16)

明治35年(1902) 6月20日の島根県薬剤師

会臨時総会で，県下不正薬品撲滅策を協議し

その対策のーっとして速やかに薬剤師の多数

養成を図ることにした.そのため松江薬学講

習会を設置し同年10月1日松江市母衣町島

根県私立衛生会為春館で開所式を行ない，翌

日より授業を始めた.講師には松江市内の官

職にある薬剤師，中学校師範学校教員を委

嘱し，課程を 2か年と し，第 1学年には10名

(男 9名，女 1名)第2学年には7名(男 6名，

女 1名)の講習生を得て，毎日午後3時半か

ら6時半まで授業をした.

この講習会は制度もよく整い長く続くもの

と思われたが，その後の消息は明らかでは無

し、.

12. 岡山県私立女子薬学校15)

日露戦争が始まると薬剤師で軍務に服し従

軍する者が相次ぎ岡山県病院でも 8名の調剤j

司が 2名となり業務に支障を来すに至った.

そこで病院長菅之芳は自分が会長である岡山

県私立衛生会が開設している産婆看護婦養成

所に修業年限 1か年の調剤専修科を新設して

調剤婦を養成し，急場を凌ごうとした.これ

に対して反対したのは同院調剤部長佐藤直教

授であった.薬剤師の監督下に調剤するとし

ても薬剤師以外が調剤することは法に反し衛

生上も由々しき問題であるというのが反対の

理由であった.昔は佐藤の意見を無視して調

剤専修科を設置し，佐藤の配下の調剤司小川

列三郎に教育を担当させた.明治38年(1905)

8月7臼調剤専修科第 1期生9名が卒業し，

その中の 4名を菅は岡山県病院調剤部に採用

した.そこで佐藤は8月16日付で医学専門学

校教授を退職し，翌日付で県病院も辞職して

郷里名古屋に引退した.

明治39年 (1906)6月30日私立衛生会評議

員会は従来の養成所制度を廃止し産婆看護婦

学校と女子薬学校を設立することを決定 し，



7月2日設立願書を岡山県庁に進達し8月9

日付で認可せられた.

このようにして岡山県私立女子薬学校は女

子薬剤師養成の目的で岡山市内山下24番地岡

山県私立衛生会の建物の一部を利用して開設

せられ，修業年限を2か年とし，既に 3月5

日調剤専修生として入学していた 12名をそ

のまま第1学年として引き継いで，明治39年

(1906) 8月9日開校した.校長は岡山医学専

門学校長，岡山県病院長菅之芳で講師は岡山

県病院調剤部長藤原吉二以下同院の調剤司が

担当した.明治40年(1907)3月第2期生15

名を募集した.明治41年 (1908)3月第1期

生が卒業した.

本校も第2期生の卒業で廃止となったよう

であるが，その経緯は詳らかで無い.

13. 私立岡山薬学校m

関西中学校の前身は既述の如く明治20年創

設の岡山薬学校であった.関西中学校長大塚

呑は薬剤師養成の急務に対応するため，明治

39年 (1906) 3月設立認可を得て，岡山市五

番町 1番地に私立岡山薬学校を創設して校長

を兼務した.学監兼教師としては問中学校の

稲岡登を起用したが，稲岡逝去のため羽生正

保とし，羽生転出後は布留川新三郎を起用し

た.専任教師は常時4名を確保していたが，

教師の交代はかなり頻繁であった.明治41年

(1908) 12月不良薬品の分析鑑定を急務とし

て私立岡山衛生試験所を併設した.

大正2年 (1913) 9月19日文部省令第29号

で薬剤師試験規則が改正せられた.薬剤師の

資質向上が目的であり，試験科目も次のよう

に改正せられた.

学説試験 :物理学，化学，薬用植物学，生

薬学，製薬化学，衛生化学，薬

局方(薬剤師に関する法規を含

む)

実地試験 :分析学(定性，定量)，薬品鑑定

(顕微鏡的検査を含む)，製薬化

学，調剤学，衛生化学

従来通り学説と実地は分けて受験出来るが，

学説に合格した者で、なければ実地試験は受け

( 7 ) 

られ無かった.然しこの改正の最大の問題点

は受験資格の規制で「中学校もしくは修業年

限4箇年以上の高等女学校の卒業者又は之と

同等以上の学力を有する者にして修業年限3

箇年以上の薬学校を卒業したる者」で無けれ

ば薬剤師試験は受けられ無くなった.この省

令は大正10年(1921)10月1日施行であったの

で当分の聞は安閑としていたが，試験期日が

切迫すると施行延期の陳情が猛烈となった.

大正8年(1919)9月17日に施行期日を延期し

て大正11年(1922)1月1日とした.これでは

僅か 3か月の延期に過ぎないが，二つの例外

が認められた.即ち， 1. 大正9年 (1920)6 

月までに学説試験を受験したことのある者は

大正9年中に文部大臣に申請して受験資格を

登録すれば，大正13年 (1924)までは受験出

来る.2.大正13年 (1924)までに学説試験だ

けに合格した者は，大正16年 (1927)まで実

地試験を受験出来る.更に大正10年 (1921)

11月30日の省令で受験資格登録者に限り，及

第点、に達した課目は課目合格証明書を貰い，

次回からは不合格課目のみ受験すればよいこ

とになった.

私立岡山薬学校では大正7年 (1918)10月

17日校長大塚香が逝去し布留川新三郎が校長

となった.県下有数の政治家であり教育者で

あった大塚が逝去したのでは専門学校に昇格

する道は絶えた.最後には薬剤師試験資格登

録者に薬学教育を実施して，大正10年(1921)

3月21日第24回卒業証書授与式を挙げ閉校式

を行なって幕を閉じた.明治41年 (1908)11 

月8日第 1回卒業証書授与式以来の卒業生総

数は 277名であった.また最後まで教鞭をと

ったのは，布留川校長，小土井愛太郎，有木

杢助，原牧三郎の 4名であった.

14. 私立広島薬学校

明治27年 (1894) 6月広島在住の薬学者薬

剤師は広島薬学会を結成して，翌年京都で開

催される第三回薬物展覧会に対応することに

した山. 日露戦役を通して有力会員の移動転

出が多く，広島薬学会も有名無実の状態とな

っていた.この再建を図るため広島県技手油



川音四郎を発起人総代と して撤を飛ばし加盟

者74名に達したので，明治35年 (1902) 2月

22日発会式を挙げた19) 10月23日「本会に衛

生試験機闘を設置する件」抑を可決，委員会

で案を練り，明治36年 (1903) 1月7日の総

会で資金は会員平等の負担による株式組織の

衛生試験所設立案21)を可決し広島市新川場町

に新築した社屋に主任技師として山脇熊人を

迎えて，広島衛生試験株式会社が業務を開

始22)したのは明治40年 (1907) 4月25日であ

った.

薬律改正により薬剤師養成の必要性に迫ら

れ，広島薬学講習所をこの会社内に設置する

こととなり，新入生徒53名を得て明治40年

(1907) 5月16日広島薬学講習所の開所式を広

島衛生試験株式会社仮講堂で挙行22)した.こ

の講習所は明治41年 (1908) 4月に私立広島

薬学校と改称却し， 翌42年4月第 1回生が卒

業 した.

明治43年 (1910) 9月4日設立主唱者油川

音四郎は一身上の都合で薬学校から手を引き，

平野権之助，橋本安吉が交代24)した.その後

も生徒増加のため教室の増築等発展を続けて

きたが，大正元年 (1910) 9月以降の経緯を

詳らかにな し得無い.薬剤師試験規則改正の

為止む無く消滅したことは確かであろう.

岡山広島両薬学校廃止後，中園地方は薬学

教育機関皆無となった.この地域に薬学教育

機関の再設置は，昭和44年 (1969) 4月の広

島岡山両大学医学部に薬学科の新設まで、待た

ねばならなかった.
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薬 史学 雑 誌

23(1)， 9~18 (1988) 

田口慶成著 「人参作立方尋日記』について

安江政一*1

About the Travel Diary of Yoshinari Taguchi， Who Looked for 

the Methods of the Cultivation for p，αnax ginseng in Edo Era 
¥ 

Masaiti Y ASUE判

(1988年2月8日受理)

1.はじめに

題記古文書『人参作立方尋日記』は岐阜県
ツケチ

付知町田口慶昭氏口の所蔵であって，氏は著
冒シナリ

者田口慶成2)の子孫の 1人である.この日記

は弘化4年6月12日から16日までの 5日間，

木曽への旅行を記したものである.当時薬用

人参の栽培が木曽の村々で成功し，人びとの

暮しの助けになっていることを知り，これを

付知村へも導入するため，現地へ旅して調べ

たときのメそである.半紙を二ツ折にした大

福帳型7ページの短いもので，図1左半に示

すような表紙がつけてある.標題には日記と

あるが，携帯して毎日つけたものではなく，

旅行を終ってから要点を摘記したもので，十

分まとめられず，メモのままの部分も多いが，

この中には名古屋藩3) の御用作人参の栽培に

おける指導組織を示す記録があり，また長野

県西筑摩郡誌.)に記しである木曽地方への人

参栽培導入の記事ともよく一致して，名古屋

藩における薬用人参の御用作体制を知る上で

の重要な資料になるものと考えて検討した.

以下ページの順に解読して説明する.

2. 解読と説明

表紙の哀が第1ページになっている.この

判新潟薬科大学名誉教授

C 9 ) 

部分は日記ではなく，名古屋藩の薬用人参御

用作に関係ある役人の氏名と職名などがかい

である.あとから訂正したり，追記したりし

てあるが，別の資料から確認することができ

る.このページの記載，図 1右上を訂正に従

ってかきおろすと次のようになる.

「薬園頭 浅井

手代 加藤小六 御薬園はケンチウ

橋本鉄次郎寺5)前也.御屋敷

は矢張御薬園御役

宅.

水谷組 吉田平九郎

大クボ組松井信市

御寄合組

大御番組

持薬御用雑用別而外はなし.

御薬園被付年三両ヅツ之由.

滝越通三通王滝より黒沢迄三里，武居庫介

迄の道法也.

但大嶋川越三ざわ越.J

アザイ

この頃の薬園は浅井家の世襲管理であって，

弘化 4年の当主は董太郎であった.藩医浅井

氏が管理するようになってから薬園は拡充さ

れ，本草学者数人と多数の下役をつけて薬草

培養につとめるようになったという臼.浅井
マサトシ

国幹の遺著によると葦太郎とその子正費が薬
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図 1 人参作立方尋日記の表紙(左)およびその第 1 (右上)と第2 (右下)
ベージ

園付ではなく，薬園奉行を命ぜられていた7)

薬園手代の加藤小六と橋本鉄次郎は董太郎の

配下として人参栽培の指導と取締のため農村

を廻っていた人で，田口家の文書にしばしば

見うける名である.なおこの頃の薬園は建中

寺前の武家屋敷の一角にあったことは，当時

の地図に示されている8)

尾張本草学の開祖ともいわれる水谷豊文も

永らく薬園付であった引.大クボ組は大窪組
ノプ

であろうか.大窪野三郎(昌章〕は濃州信州

採薬記10)の著者であり，嘗:百社11)の有力な会

員であった.

吉田平九郎12)iま豊文なきあとの嘗百社の指

導的人物であり，草木図説の著者飯沼慾斉が

しばしば平九郎の宅を訪ねて植物の鑑定をう

けていたことが知られている 12的.業績とし

ては植物印葉図5巻(東京大学中央図書館所

蔵〉のほか昆虫図譜が多い(国立国会図書館

に若干部の所蔵がある).卵から幼虫，踊，成

虫への変態を実物大で図示するなど，現代の

昆虫図譜に近い進歩を示していた.松井信市

は信一郎の誤記であろう .分限帳lむには百石

大番組松井信一郎と記載してあって，信市と

いう名は見当らない.薬園付になったことか

ら嘗百社関係の人に違いなく，伊藤圭介に師

事 した人14)と思われるが，本草学的業績とし

て残るものは少ない15) 水谷豊文の養嗣子義

三郎は大番組頭 200石とみえている.

薬園付になっても定まった薬園関係の勤務

はなく ，藩命による採薬旅行に出て産物調査

を兼ねて薬用資源を探究した.この旅行にお

いて旅費は藩から支給されるだけでなく ，日

程は現地の役所や圧屋，問屋に予告され，必

要な人夫，案内人，休泊の準備などして調査

に協力させた.このようにして嘗百社の活動

は，薬園を通して藩費によって支えられてい

たのである.

このページの終りにかし、である地名は，図

4の地図と比べてみると，旅行計画のとき山

越えで黒沢へ行くことを考えたためのものと

思われる.実際には大廻りになるけれども，

中仙道へ出て山越え可ましていない.付知から

隣村の加子母へ行き，白巣峠を越えると信州
タキゴシ

へ入り，滝越，王滝を経て黒沢へ行く道は知

られていた.薬園手代橋本鉄次郎は加子母か

ら滝越，王滝の順に通っている 16) 木曽採薬

記17)によると水谷豊文は文化7年，黒沢村を

出発して王滝，滝越を経て白巣峠を越えて加

子母へ出た.一方，大窪箭三郎は天保7年，

豊文とは逆に加子母から信州にぬけている 18)

このように中仙道のほかに美濃と信濃を結ぶ

山道は知られていたが，豊文のいう よ うに

( 10 ) 



「此道深山幽谷，人至ること稀なる所にて甚

難所」であった.

第2ページには「人参作り方之事」と題を

つけ，各地の人びとからきいたことをまとめ

ている.図 1右下.

「人参作り方之事

1. 御種奥州会図種よし.斎藤種悪し.是

は色白く脹多くなる也.

1. 3才にて種目，2粒なる. 4才にて掘て

よし.

1. 花段3寸， 4，5寸，長 2間位. 屋根2

才迄片板19日 3才よりはわらかや屋根よし.

北を聞き，南へ水落つ.高4尺ばかり.見

はからい.尤2才にて未之分初て種上松に

おいて10粒ばか りなる. 豊後盛の御城下種

也.

1. 6月土用入前後に種取る.水に入置候

得は上皮赤き分く さらかし，種ばかりにい

たし，坪に入， 日蔭に囲ひ置. 9月土用頃

迄に目ぎらせ花だんに植付る.冬は土を 2

寸もかけ然るベし.文わらにでもよし 蒔

方は棒に針をさ し，是にて穴を突き， 其穴

え3，4， 5粒ずつ蒔付る也.深さは8分よ

り1寸5分位まで突く 也.

(立札の中の文) 定.此場所の内，御人

参並諸薬草植付候間，無用の輩一切不可入

者也.御薬園方.J

このページも廻村中に得た人参関係の知識

を箇条書にまとめたものである.人参の種

(果実)は日光， 会津， 豊後の三か所から産

出したものが売られていた.ここにいう斎藤

種とは， どこから来たものか，田口家人参文

書の中ではわからない.3才で実がなったと

あるが，珍しい例で，一般には4才で開花結

実する.この頃の人参栽培では4年目の秋，

成長のよいものを調べておいて収穫した.人

参畑は細長い花壇状に作って花壇とよんでい

た20) 花壇3寸， 4，5寸， 長さ2間位とは，

人参蒔付の間隔を 3寸とし，一般に 3列に植

えたから，条聞を 4，5寸，横の長さは2間位

との意であろう.匡根は 2才迄片板 3才か

( 11 ) 

らはわらかかやがよい.北方を高く して雨水

は南へ落ちるようにする.高さは4尺位見は

からいできめる.未年蒔いた分が2才で，始

めて上松で10粒程実がなった.これは豊後森

落の御城下産の種である.

豊後盛は森のあて字と思われる.豊後の森

藩，久留島氏の居棋のあった森2川主現在大分

県玖珠郡玖珠町であるが，森とし、う地名は今

はない.大分県における薬用人参に関する記

録は人参史にもないので，玖珠町教育委員会

に問合せたが，古文書の存否についての明確

な答は得られなかった.田口家人参文書にお

いては，人参種を藩外から求めるとき日光，

会津，豊後の三か所がし、つも問題になってい

る.豊後産の人参実が，はるか中部地方にま

で版売されていたのである. この種をまいて

2才で実がなったというのは信じ難い.

次に種のとり方と蒔き方がのベである.以

前は果実のまま，取ってすぐ蒔いていた.人

参の種子は乾く と発芽しにくく なる22) この

ことは古くから知られていたらしく，人参苗

とともに送られてきた種はすべて果実のまま

であった.ここ で

を腐敗させて除き，種だけにして査に入れ，

日蔭に保存して 9月土用の頃，芽ぎった種子

を蒔きつけることになっている.人参実をま

とめて乾かないように土に埋め， 10月掘り出

して洗えば， 多くの種は発芽を開始している.

発根する部分がふくらんではっきりわかる.

この現象を「めぎり」という .芽ぎっていな

い種は翌春発芽せず，さらに 1年あるいは2

年後に発芽するであろう.芽ぎりの発見によ

って，翌春発芽する種を選別できるようにな

った.しかも 1個の果実に種子は2伺含まれ

るのが普通であるから，芽ぎりの発見は人参

栽培上大きな進歩であった.

種の蒔き方は細い俸を土にさして穴をあけ，

その穴へ芽ぎり種を入れて埋めた.この日記

では 3~5 粒入れ，深さは 8 分から 1 寸5 分

位にしている.後に田口忠左衛門が編集し，

人参実につけて名古屋藩領の東美濃山村へ配

った人参耕作記mでは，一つの穴に芽ぎり種

1粒，深さ 8分としている.芽ぎり種であれ



ば1粒でよいはずであり，秋に蒔くのであれ

ば埋める深さも 8分と浅くするのが当然であ

る.数粒ずつ蒔いて覆土を8分から 1寸5分

と深くしたのは，芽ぎり発見以前の古い方法

というべきである.

ここに蒔いた人参は落の御用作であるから，

農民の預り物である.手代が廻村する任務の

うち栽培法の指導とともに人参の本数の調査

と監視があった.収穫が近づくと堀上げ製薬

に適するまでに成長した根数を調べた24) こ

の頃になると盗まれることもあった加が，そ

れは農家の損失であるだけでなく，藩の収入

にも差支える.薬園役所の立札をして，藩の

権威をかりて盗難を防ごうとしていた.

11. 堀は9月，尤6月土用より末はいつに

でもよい.

1. 人参葉取は秋日岸.

1. 公儀より尾州え人参7本， 享保20卯と

し.別段山村加様え被下候は延享2丑年也.

1. 木曽流行は天保丑と し武居初て見出す.

1. 実は水に 3日程置，能肉を取る事.

1. 蒔付のとしより来春日岸迄屋根なし

(花壇略図)

生種にてこ万粒

1. 1升 1万7，8粒あり，内2，3千粒目

切らず.J

上記解読文が第3ページ(図2左上)に相

当する.廻村によって得た種々の見聞の箇条

書である.人参根の収穫は9月が適期である

が 6月土用以後ならいつでもよい.葉の採

集は秋彼岸噴がよい.人参の根が高貴薬とさ

れ， しかも不足していたので葉も珍重され，

乾燥葉を粉末にして散剤として用いていた.

享保20年，公儀から名古屋藩へ人参を贈っ

たことは徳川宗春年譜にみえ，1秋， 下屋敷

薬園に朝鮮人参，甲チIi甘草を江戸よりうけ，

栽えしむf7) とある.木曽の代官山村に，別

段に人参が与えられたとし、う延享2年は， 享

保20年を去ること約10年で，吉宗はまだ大御

所として健在であった.彼は佐渡奉行に人参

苗4本を渡してその国産の端緒をつかんだ28)

ことを思い出し，木曽の森林地帯を人参の適

地と考えて土着の代官山村に与えたとも考え

られるが， 延享2年と臣、化4年の聞には 100

年のへだたりがあるから，伝説化した物語と

の観がある.なお名古屋における人参の試験

的栽培については儒学者，書物奉行の松平君

山は自宅の植物園において 1花壇規模の試

作に成功し生薬の調製も行っていた山.

木曽地方に人参栽培のひろまったのは，天

保12丑年，武居が始めて成功してか らであろ

う.

次に果実から種子を分けることがかいであ

るが 3日間位水につけるだけで，果肉が完

全に除かれるとは考えられない.完熟果実は

図 2 人参作立方尋日記の第 3~6 ページ

( 12 ) 



まとめて，乾かないよう土に埋め， 10月掘り

出して洗えばよいのであった.

次に示してある花壇の略図は幅3尺，長さ

2尺4寸とし，人参は 3列に植えるようにし

て，列の間も 3寸にしてある.数字に何か記

憶違いがあるように思われる.

人参突の体積(升目)と果実数の関係は，

1 升およそ 2 万粒である(~一件綴~). 1チト

1万7，8粒は千が脱落したもので，正しく

は1万7，8千粒であろう.このうち 2，3千
¥ 

粒は芽ぎらないのである.

第 4ページ，図 2右上は余白をと ったメモ

である.

11升6，7両と申事.近頃.

(余白)

1. 荻原庄屋 北聞き，東聞き，南同断，

西は山高き.

(余白)

須原

1 吉田や良右衛門 上生付人参支配

同医師

松原興一

長の村正屋助左衛門 下

1. こんや藤十郎壱升頼.代等.

(余白) 」

このページではまとまりのないメモが三つ

に分けられ，その聞に広い余白がとってある.

あとから調べて補うつもりとも推測できる.

最初の人参実の値段が 6，7両というのは，

近頃このように上ったというのであろうか.

『一件綴』 の弘化4年留によると ，こ の頃知

人に頼みこんで特別のはからいで買っても木

曽では 1升5両2分位になって高すぎるから，

薬園で世話するよう願書を出していた.北東

南聞き，西に山高きは荻原庄屋からきいた人

参畑に適する山峡の地形をのべたのであろう.

須原村，長野村の問屋，医師，庄屋の氏名を

かし、たのに，こ うや藤十郎に人参実 l升頼ん

だらしいことだけかいである.中仙道の宿場

へは人参実販売人はよく来たらしく ，ここか

らの紹介で付知まで足をのばした例が，田口

( 13 ) 

家文書の中にみられる.

「試之為木曽裁許人4人30)s1t長野村藤十郎よ

り貰ひ候分共50本.

松四郎分.

1. 貰ひ候分大中六本，当才41本共未6月

21日23日迄に所々之花だんえ植付試置申候.

工屋人参目くち 2本.

1. 此生目正ミ 3匁.J

第5ページ(図2左下)は上記全文を右に

つめてかいて，大部分を余白として残してい

る.旅行中人参苗を各地でもらいうけ，持帰

って各所の花壇に植付たのである.人参は特

殊な性質をもっ植物で，そのため栽培は困難

であったが， 寒気にはよく耐えることがわか

っていた.こ こでの取扱いをみると，移植も

容易で、あったことがわかる.所々の花壇に分

けて植えたのは地味のほか， 日光の当り具合

などの適否による場所を調べるためであろう .

第6ページ(図2右下)になって始めて旅

行目的，訪問先と用件などの記載ができてく

るが，帰宅後のまとめである.

「右は木曽奥々迄調方から土色，花だん作り

方，日覆並に土制法手当方初メ養法之始末

見分の為 6月12日出立31>野尻宿古屋久

右衛門泊り， 13日掛け橋の渡し舟三尾通り

小嶋の渡し越し黒沢武居庫介泊り ，14日

庫介作り分並に武居若挟正人参披見.尤庫

介案内，いずれも数万本植付にて驚入候.

ワカサノ正にて菓子並木膳等にて昼頂載.

次に同人案内にて黒沢庄屋原伝兵衛方披見

之処，是は8才以上の人参 1花だん有之.

目をさまし候.尤2才は不少有之.彼是い

たし候内に伝兵衛'1キう ぐい百匹ばかりあみ

にて取，大いに驚入候処，直に塩焼酒相膳

裁き，夫より庫介に分かれ福島へ出，本一

屋清郎に止宿，15日荻原圧屋飯嶋清兵衛3幻

え立寄一覧いたし候処，黒沢両家程は無之

{民共何分出精に相見，又々清兵衛案内いた

し呉伝四郎え出かけにて立町茶屋にて清兵

衛酒ひとつ取賄ひ呉，裁き直に林伝四郎33)



なる.この旅行は弘化4年で，人参専売開始

から 4年目に当り，収穫を始める年である.

8才以上の人参が多数あるということは， 藩

の公式栽培開始より数年早く ，農民たちが人

参を蒔付ていたことになる.このよ うなこと

から「別段に山村様へ人参が与えられた」と

いう伝説が生じたのであろう .w一件綴』の

最初に「人参御停止触は弘化4年未地方御触

留に有之」とあるように，名古屋藩では民間

にすでに始まっていた人参栽培を禁止して御

用作にしたのであるが，このとき木曽での栽

培も始まっていたことは明白である.また飯

沼慾斎の草木図説，草部のニンジンの説明の

中にも，名古屋落の人参専売の開始より，木

曽の人参栽培の早いことを示す記載34)がある.

このページに紺や藤十郎をたずねたことが
"7 '¥' 

記され，第5ページの工屋産人参は紺屋藤十

郎方の人参であって，工屋は紺屋のあて学で

ある ことがわかる.

え同道，酒肴載き，夫より長野村紺屋藤十

郎え立寄見分，野尻古屋にて止宿. 16日馬

篭宿え廻り帰宅之事.J

このページの記事は野尻古屋までであるが，

区切のよい次のページ，図3の2行目まで続

けた.この旅行の回顧で白巣峠の難所をさけ

たことがわかる.旅行目的の人参作立上特に

注目すべき点は 8才以上の人参の存在と，

1人で数万本も育てているその栽培意欲であ

る.人参花壇の大きさは普通長さ 2間で3列

に植え，距離間隔を 3寸とすれば 1花壇

1 ， αめ~1 ， 500本になるから 1人数万本にな

るためには20~30花壇に繁茂していたことに

「但.右庫介伝兵衛清兵衛伝四郎藤十郎方共

に人参4才始め当才迄取込二，三十本もね
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図 4



たり出し持参.追而右之者え厚謝可申筈之

事に相願貰ひ候.

1. 15日浦嶋太郎の名所え立寄.寝覚そは

くう .

1. 13日須原くらも と林伝四郎え立寄寛々

相口出し，伝四郎案内にて同人上御薬園拝見，

並に努植付分共篤と披見」

ここまで日付順であったのに，突然13日，

すなわち旅立ってから第え日目の最初の訪問

先が荻原村倉本の林伝四郎であった.ゆるゆ

る話しあい，彼の家の上方にある藩の薬園と

ともに彼の植付分を見学していた. 林伝四郎

は人参作で落から表賞33)をうけた人で、あった

から，筆者(忠作)もこの人に会うことを重

視して，まず最初に用件をすませ， 旅行の最

後に荻原村正屋飯嶋清兵衛の案内でもう一度

立寄っていたのである.

この日記と題する文書の最後の 2ページが

旅行の総括である.以上見てきたように内容

は日記ではなく ，旅行の回想記であった.思

いつく ままかし、た後，あまり推取も してない

ようである.

3. むすび

この文書は弘化4年6月12日から同月16日

までの 5日間，中仙道沿いの村々における人

参栽培の実状を見学したときの メモ帳である.

田口家ではこの視察より先に， 天保年中す

でに勢州白子から浅井宗伯を称する人を招い

て人参栽培の実地指導をうけていた35) この

浅井宗伯は長崎通辞の二男であったという.

実地の伝授料は金拾両で，まず2両払って蒔

付から生茂まで指導し，生茂を見届けてから

後金を払って堀上げ製法まで伝授するもので，

生茂が思わしくなければ，後金は払わなくて

もよいという良心的な契約であった.田口家

ではすでにこの伝習をうけて，その記録を作

っていたから，この尋日記の旅行において得

た新知識は多くはなかったと思われる.その

ことがこの尋日記をメモ帳のまま放置した理

由と思われる.それでも記事の多く は確実な

事実のありのままを書きとめたもので，他の

( 15 ) 

資料によって証明することがで、きた.その中

で特に注目すべきは名古屋藩の人参御用作の

体制を記録していることと，木曽における民

間の人参栽培が，藩の公営より早い開始を示

すことの 2点である.

農村における専売の受入体制は， 5.J1jのいく

つかの田 口家人参文書で半1]明するところであ

るが，圧屋と他に 1人の人参経験者が人参栽

培裁許役となり，その下に 3，4人の人参方

世話人加が指名されていた.そして村民個々

にはそれぞれの力に応じて人参突を配分して

管理の行届くように した.こ のようにして学

者の研究成果を全村民に普及させ，予定通り

4か年で収穫をあげるとし、う成功を収めた.

このためには藩の専売に先立って，農民に よ

る人参栽培の研究が始まっていたとし、う事実

があった.

謝辞

本研究において古文書の解読と解釈に当つ

ては瀬戸市文化財保護審議委員村田秀雄先生

の御教示を得た.この 日記およびその他多数

の未公開古文書類の所有者団ロ慶昭氏はそれ

らの コピーによる研究の機会を与えられた.

名古屋市蓬左文庫では貴重な蔵書類並びに名

古屋市史関係資料を閲覧し，同文庫蟹江和子

女史には有益な御助言を賜った.また上松町

教育委員会委員長山下生六氏には同町荻原，

倉本地区の御案内御説明を賜った.以上に対

して厚く 御礼申し上げる.

引用文献と注

1)田口慶昭氏の家柄は江戸時代の付知村の庄屋

であった.文政の頃の当主田口慶郷は農業用

水のトンネル工事を組織し， 資金を集めて工

事を完遂し，負債の完済にこぎつけ，大工事

による村起こしに成功した.i慶郷翁頒待、碑」

の建立によってその功績がたたえられている.

弘化年聞の薬用人参栽培においても中心的役

割を果たしているが，これについては付知町

ではほとんど知られていない.それは田口家

に残る多量の古文書のうち，人参関係だけ何

故か明治に入って同家から流出して田口慶

郷 ・慶成編『尾州御薬園人参栽培一件綴』



(以下 『一件綴』と略記する)および 『人参

繁茂数改帳』の二点と して杏雨書屋に所蔵さ

れ，付知では知られなかったためであろう.

用水工事については付知町史にくわしいが，

薬用人参については通史には記載が全くなく

資料編には単に人参関係の公儀触書の写が2

点あるにすぎないが，田口家にはなお多くの

人参関係文書が保存されている.本論考でと

りあげた日記もその一つである.
，νナリ

2)田口慶成は慶郷の子で，嘉永3年12月18日付

で庄屋被仰付(i'一件綴~)となってい る.庄

屋になると代々忠左衛門を襲名した.慶郷の

通称は四郎三郎，慶成は忠作であった.田口

家所蔵の多くの書簡類にはこの通称が宛名に

なっているが，公文書にはすべて忠左衛門が

用いられ，印は慶郷， A1差成であった.

3)徳川御三家の筆頭といわれた名古屋城主の徳

川家は一般に尾張藩主，尾州侯などとよばれ

たが，この呼称は領地が尾張 1国であるかの

ような誤解を与える.実際の領地は尾張 1国

のほか，愛知県に属する三河は西加茂郡の20

か村のみであるが，美濃国へのびる濃尾平野

の主要部分と，大垣10万石のほか苗木，岩村，

郡上八幡などの小藩があったが，多くは山聞

の生産性の低い土地であって，川下の水田の

多い土地は徳JII家に属していた.さらに信州

木曽の森林地帯も含まれ，関ヶ原を越えて近

江清生郡7か村にまて、領地がのびていた.生

産性の高い土地を 5か国にまたがって領有す

る豊かな大落であった.一般に藩名は居城の

ある土地の名をとり，名古屋落という呼称も

以前からあって，例えば今村の人参史に用い

られている.そしていま問題にしている薬用

人参は，徳川家によるその領地内の信州木曽

と美濃3か村における事業であるから，尾張

藩ではなく，名古屋藩なる名称を用いること

tこしTこ.

4)長野県西筑摩郡役所編集兼発行，西筑摩郡誌，

471，大正5年(1916);昭和48年復刻，東京，

明治文献 (1973).本書の木曽編年史の中に

黒沢，荻原の二村における名古屋藩の薬園の

開設と人参栽培の開始など，重要ではあるが，

断片的な記載が含まれている.

5)建中寺は名古屋藩徳川家の菩提寺である.初

代義直だけ定光寺に犯られている.

6)尾張名所図絵付録，第 1巻，73，若山善三郎

( 16 ) 

編，名古屋温故会 (1900).本件は人参史，

第4巻，268に転載してあるが，出典不明.

7)浅井国幹遺著:浅井氏家譜大成・ 古医方小史，

56， 65，東京，医聖社 (1980).

8)名古屋市役所編集兼発行:名古屋市史，付図，

7，尾府全図，東山口の 3，名古屋，大正5

年(1916). 

9)吉川芳秋:尾張郷土文化医科学史致， 158-160，

水谷豊文略年譜，同史致刊行会(1955).

10)随筆百花苑，第4巻，343-383，濃州信州採

薬記.これは文学作品としてではなく ，休泊

の覚に三食の献立が克明に記され，宿や庄屋

の出した謄，木銭米代まで細かくかいである

ので，当時の生活を知るのに役立つとして収

載した旨，解題にのベである.

11)嘗百社は小野蘭山の門人水谷豊文が19世紀初

頭に結成した本草学者の研究会で，公開展示

会を薬品会，本草会，博覧会などの名で催し，

尾張本草学の発展の基礎となった.

12)前出注9の書， 191-214， 日本昆虫学の大先

達尾張本草家雀巣庵吉田平九郎，a， 193;小

西正泰，江戸の博物図館， 19，アニマ， 1986 

年11月号，58. 

13)尾張分限帳， 146/53 (天保 ・弘化 ・嘉永期)， 

名古屋市蓬左文庫所蔵.

14)前出注9の書， 126， i尾張本草家の大勢の図

示」の中で，伊藤圭介の門下として示してあ

る.

15)杏雨書屋蔵書目録に松井吉享(信一郎)，自筆

稿本，物品識名後拾遺草部一巻がみえるが，

国会図書館本草関係図書目録，岩瀬文庫図書

目録には見当たらない.

16) W一件綴L弘化4年 9月留.

17)名古屋市教育委員会編:名古屋叢書，第13巻，

246-282，木曽採薬記，273，名古屋市 (1963).

18)前出注10，随筆百花苑，第4巻， 358，廻村

の覚.

19)片板は材木から板を製するとき，材の両外側

にできる半面に樹皮のつく板で，一般に燃料

にした.

20)人参植場を花檀とよぶわけを明確にのベた文

献は見当たらないが，次のような理由が考え

られる.人参の国産の第一歩は佐渡奉行たち
....グイ

が，果実を石台に蒔いて 6か月程も役所の屋

内において管理して，初めて大量の発芽に成

功したことに始まる.この苗を役所中庭の花



寝に移植して育てた，今村納の人参史，第4

巻， 253に記してある佐渡奉行所内薬園の実

態はこの役所構内の花壇のことで，とても幕

府の薬固などといえる規模のものではない.

享保20年，将軍吉宗の信用のあつかった佐渡

奉行荻原源左衛門の申請によって 「公儀薬

園」の呼称をうけ，地役人2人を人参栽培を

成功に導いた努力によって表彰した.人参国

産成功にわきたった噴のー挿話である.以後

奉行所の花檀は人参でみたされていたが延享

元年 (1744)以降の状買はよくわからない.

薬史学雑誌， 17， 1 (1982)， 18， 1 (1983)参

照.人参苗を最初に多数植えた場所が花組で

あり，以後人参植場を花壇状に作って花壇と

よぶようになったと思われる.

21) 日本歴史総覧，第V巻， 123，東京，新日本

人物往来社(1984)

22)種が乾くと発芽しなくなるものは媛果に多く

みられ，熱帯果実マンコ、一， リウガン，レイ

シなどあり，国内産でも柿の種子は乾くと発

芽しなくなる.イチョウも落ちた果実をすぐ

蒔けば全部発芽するが，八百屋に売られてい

るギンナンの発芽率は悪い.

23)田口忠左衛門編:人参耕作記.岐阜県東白川

村五加，綴綴泰郎氏所蔵. w一件綴』の中に

同文の耕作記があって，嘉永4年2月，庄屋

回口忠左衛門(忠作)はこれを判招にして藩

内美濃池山村に配付する許可願を太田代官所

へ提出している.

24)杏雨書屋所蔵，人参繁茂数改阪はこのような

調査表の一つである.この改帳の中の人名と，

その人が蒔いた人参突の数とが，一件綴の中

の弘化4年の蒔付表に一致する.それ故この

改帳は弘化4年に蒔いた人参突から生じた人

参の 4年後の成績表であって，各人のもの

を大中小に分けて，それぞれの本数が記して

ある.この年は収穫の年に当たっているから，

薬園では掘上げ製薬可能な人参の根数を調べ，

奨励のため現金で買上げることにしてあった.

このため同年7月，田口忠左衛門はその前金

として金百両を薬固から借用する願書を出し

ていた.w一件綴J

25) W一件綴』 によると， 嘉永5年付知村および
オフバヲ

隣接する苗木藩領越原村にわたって収穫直前

の人参が，大量に盗まれた.

26)前出注17，名古屋叢書，続編，第17巻，松平

( 17) 

君山縦，士事~i斤泊， 83. 山村氏は大江匡房を

祖とする名門で，迂余曲折を経て木曽に永く

居住し，江戸時代に入ると代々名古屋藩の木

曽代官をつとめることになった.

27)尾崎久弥:徳川宗春年譜， 18，名古屋，名古

屋市文化財調査保存委員会 (1957).

28)安江政一:薬史学雑誌，17， 1 (1957). 

29)市橋鐸:松平君山考， 21，名古屋市教育委

員会(1977). 

30) この 4人は黒沢村庄屋原伝兵衛，同村武居庫

介，荻原村庄屋飯嶋清兵衛，同村林伝四郎の

4人であって，落の人参栽培専売について薬

園と村民の聞をとりもっていた.職名は人参

栽培裁許役，御締改役，御薬園御用掛などが

あり，この下にさらに人参方世話人が数人指

名されていた.

31)表紙記載の 6月13日と 1日違っているが，日

程の続き具合からみて，表紙のほうが誤記で

あろう.

32)荻原村庄屋飯嶋清兵衛は世事に明るい人物で

あったらしく ，一件綴の中には田口忠左衛門

の問合せに対して答えた長文の書簡がある.

人参製法のこと，人参相場変動のこと，信州

中仙道沿いの各藩領どこでも人参大繁茂のこ

と，相場の下落は生産過剰のためであるとの

見解を示している.また彼は旭怯亭なる俳号

をもち，伊奈越紀行「霧の山」なる作品を残

している(鈴鹿市神戸 5-16-25，飯鶴美治発

行).

33)前出注4，西筑摩郡誌， 木曽編年史，473， 

「嘉永2年，尾藩荻原村倉本林伝四郎が人参

栽培製作の功を賞す.J

34)飯沼慾斎:牧野富太郎増訂，草木図説，第

1巻， 318， ニンジン.原著草部第4巻，第

45図の説明の中に，次のようにのべてある.

雀巣庵吉田氏云， r木曽圏中ニ種テ25年ニ及

ブモノアリ根多岐ヲナシ其量20銭 ニ 余 人 毎

年結実 200ヲ得.又云植殖ノ多キ，往々線鞭

様土参ノ虫日キアレドモ，味彼ノ苦キカ如クナ

ラズJ.本書の刊行は安政3年 (1856)である

が，引をかいたのは嘉永6年 (1853)である

から，このときから25年前は天保元年頃にな

る.したがって名古屋港の人参栽培の専売開

始より，木曽での民間の栽培開始が10年以上

も早かったことになる.

35)田口康昭氏所蔵，田口家人参文書，天保期留.



36) Ir一件綴Jl，弘化4年留.注30，木曽の人参栽

培裁許人4人の名の下に荻原村禎蔵，新吉，

銀蔵の 3人，岡村倉本部落の弥作，諏訪次，

次郎右衛門，源七の4人の名が，人参方世話

人としてかL、てある.

Summary 

The farmers in the villages along Naka-

sendo route scceeded in the cultivation of 

Panax ginseng around Tempo and Koka 

period (1840-1850). These villages were 

located in Kiso forest zone and belonged 

to Nagoya (Owari) feudal domain. This 

success improved the livings for the pea-

sants. Y. Taguchi， the leader of the village 

Tsukechi， saw this success and wished to 

introduce this cultivation in his area which 

was called as Urakiso， since it located at 

opposite site of Kiso across the Mt. Ontake. 

Therefore， he visited there and recorded 

the methods for cultivating Pallax ginseng， 

(18 ) 

such as making planting bed， setting 

sunshade， collecting seeds， raising seeds 

and taking care for young herbs. In addi-

tion， he also wrote the monopoly organi-

zation there. The top leader was Totaro 

Azai and two clerks， Koroku Kato and 

Tetsujiro Hashimoto， and two herbalists， 

Heikuro Yoshida and Shin'ichiro Matsui， 

were cooperating with him in teaching the 

cultivation and controlling the monopoly. 

T. Azai was a supervisor of the doctors in 

the clan and H. Yoshida was well-known 

as the author of the illustration of insects 

in Edo Era. Besides these people， two 

clerks including the village headman were 

authorized to permit the cultivation and a 

few assistants were nominated for perfect-

ing the monopoly system in the villages. 

In such way， they were able to achieve 

the success in yielding Panax ginseng just 

after starting the governmental monopoly. 

¥ 



薬史学雑誌

23(1)， 19~27 (1988) 

肥後村井家の叢桂園*1

浜田善寺IJ*2

Sokei・en，a Country Place of Medical Doctor Murais， Higo*l 

Toshiyuki HAMADA料

(1988年4月 12日受理)

業桂園は別名を石田別業と称し，肥後細川

藩の藩医村井家の別荘であった.しかし現在

は創設者村井家の手を離れて熊本市の所有と

なり，市当局では本国を補修，整備したうえ

で，歴史公園として一般に公開するよう工事

がすすめられている.そこで肥後の医薬史に

係わるー側面として， 叢桂固について調査し

たので記録しておく .

1.村井家

村井家1・3)が熊本の地に医業をおこしたの

は，初代知安のときである.その祖について

は， w諸家先祖附~4町に次のようにある.

先祖菊池家嫡流にて，二十五代菊池武包に

至，屋形断絶，肥前国に出奔仕，其後播州、|

林田村に塾居，子両人ござ候，長男菊池武

平儀，戦死仕候，二男林田村にて出生仕候

故，林田左京亮と申候，大永元年御国へ罷

帰，託麻郡木部村にて，二千石余を領地仕，

家人多育置申候，木部一村は，家来筋の者

にて，其比木部殿と称申候，左京亮子出雲

儀，天文年中より牢人にて，同木部村に住

居仕候処，慶長十一年五月，洪水にて村中

及難儀，大塘に小屋掛仕凌居候節，加藤清-

正様，郡中御巡覧有之，洪水の難無之所見

立，住居替候様との事に付， 翌年所替住候，

上木部村新屋敷と申伝，村井知安御城下へ

引出候節迄，住居仕候，出雲儀は，加藤主

計様叔母型，田寺久太夫鐸にで ござ侯，嫡

子林田忠兵衛，其子藤五右衛門，其子十右

衛門，其子知安にて候，知安医業仕，古町

新々鍛冶町へ居住仕候， 萎方の氏村井に相

改申候.

知安は詳が能敦5) 字が知安，容膝軒と号

した.村井家の初代である.知安は能次の 6

世の孫にあたり，長松見相の養子となって，

その一族の姓をついだ.肥後の原田宗意に医

術を学び，のちに熊本に出て，古町新鍛冶屋

町に居を定めて医業をひらいた.知安の長男

が見本卜である.

見本卜 (1702~1760) は第 2 代で， 名が本卜，

詩は見本卜， 字は醇民，復陽洞真人と号した.

幼より額悟，やや長じて群書を読み，天文，

算数，律暦等皆通ぜざるなしといわれ，儒医

をもって細川藩に仕えた.天文年間 (1736~

1741)に私塾復陽洞をひらき，多くの医学生

を養成した.また第8代藩主重賢の宝暦8年

(1756)に，藩の医学校再春館の創立と運営

に尽力し，その師役となった.見朴の長男が

琴山である.

本1 日本薬学会 108年会 (1988年4月，広島)にて発表.
本2 熊本工業大学 KumamotoInstitute of Technology. Ikeda 4-22-1， Kumamoto 860 

( 19 ) 



琴山 (1733~1815)は第3代で，名は柏，

字は大年，号は椿寿および琴山である.京都

に出て吉益東洞に学び，再春館医業吟味副役

を勤め，侍医となった.著書が多く 『医道二

千年限目編j]，~和方一万方』な どがある.叢

桂園は琴山のときに着工した.家山の長男が

蕉雪である.

蕉雪 (1769~1841) は第 4 代である . 名は

短，字は土陽，冠吾と称し，蕉雪，玉始と号

した.藩医となり ，蒋春館医学監となった.

叢桂園は蕉雪の とき完成した.

第5代は蕉雪の弟で玄斎(号は白陽)，第6

代は玄斎の子で同雲(号は翠渓)，第7代はそ

の弟で雲台(号は琴浦)，第8代は雲台の子で

同音，ここ まで医業をついでいた.

2. 村 井 蕉雪

蕉雪4b)は明和6年12月15日に琴山の長男と

して生まれた. ~肥後藩画人名録j]'C) には，

為人卓落，不屑世事，豪爽不抱小節， 治療

不撰貴賎， 7}f\不適意，則自:f~貴招不行失， 居

常玩琴書，入梅琴亭，撫古書画，煮茶挿花，

明窓浄凡，興来揮溜，書画以為娯，尤善山

水四君子，発墨有古風，毎愛西郊別荘之幽

閑，日遊干其泉石吟l吸追追，後遂与其妻

~~! ， 隠居於此， 号石田別業， 又称叢経園.

とある.また池辺謙が探した墓誌には，

城西万日丘上，望之有石高四尺者，是吾友

村井君墓也， 君姓村井，名恒，字土陽，一

字冠吾，号蕉雪，又号玉熔，晩年有天大三

鳳之号，藩良医琴山村井先生之長子也， 村

井氏世系，詳干君顕祖考復陽先生碑，故略

清，君天資針落，風韻高逝，出子人表，講

業之余，好詩画，其酒後揮主主也，劇談高笑，

傍若無人，而ー坐賞歎其墨妙，君悪時流之

医風，不敢数権貴之門，然、克継父業也，寛

政八年丙辰，賜拝謁，享和二年壬成，奉命

診I各台夫人病，有絹及器物j弘文化九年壬

申，奉命診 日田鎮台三河氏病， 卜一年甲成，

琴山先生致仕，君賜康米七十石，為外班医，

文政三年民申，諦了公老，好古書画，君上

( 20 ) 

所蔵之数幅，公悦賜八丈絹，八年乙酉，為

再春館医学監，十一年戊子辞職，天保二年

辛!lJJ，奉命診長崎鎮台高本氏病，君以明和

六年己丑十二月望生，天保十二年辛丑十二

月五日，卒於石田別業，享年七十三，臨終

神色不変，正坐自若云， 凡応隣国之招，診

病者三十， 医生受業子門者三百余人，晩年

琉球医昌績者，亦遠致書列門下云， 君要武

藤氏，無子，養弟玄斎為嗣，嫡孫同雲， 小

祥前来請日，祖父也， 子之旧識，敢煩墓誌，

予聞之，感泣日，予厚交数十年，以文之批

可回辞子之請也，乃銘曽所概見以授之，銘

日，

万日之丘，神之所休，後喬松秀，前大海流，

其宅安田，口口春秋.

とある.

蕉雪は西郊の別荘の幽閑を常に愛でて，日

噴から其の泉石に遊び，後年に至ってはつい

に妻や紳とここに隠居し，ここを石田別業と

呼んでいた.即ち叢桂園である.

3. 叢桂園の所在と自然環境

細川藩時代の熊本の町は，熊本城をとり囲

むようにして，立田山，本妙寺山， 三淵山へ

大木山へ大勝山6)などがあり，城下近くまで

森林が欝蒼と茂っていた.その聞に場所を選

んでいろいろのお茶屋や名園があり， ~熊本

市史j]7a)では次のように述べている.

斯う いふ林轡指岳の聞に，濠々として湧

出する清泉などがあって，藩侯その他，大

身の人たちの湘l茶屋」一即ち別荘ーなど

がその聞に散点して居た.例へば綱利公の

「八ツ橋の御茶屋j，r御手水の御茶屋j，r岩
下の御茶屋j，r八景水谷の御茶屋」或は長

岡内膳忠重の「千原の御茶屋」ーのち瑞鍛

寺一及び続家の「釣耕園」など即ち それ

で，後年になって更に村井家の「叢桂園」

などの名園もそれ等の地方に設けられた.

「釣耕園」の附近には「御茶」の水として

有名な「長命水」があり ，これを飲む人は

必ず長命するといふ.その 「長命水」の湧



く台地の上段に宝暦前後の頃，肥後藩政に

参与し，藩学の「時習館」の総教ともなら

れた米国松洞一米著先生ーの「四時国」が

あり，後明治初年の頃から，それが兼坂止

水翁によって数多の梅樹を植ゑられて「百

梅園」と称せられ，今なほ観梅の名所とな

って居る.

叢桂園のある所は，当時は島崎村であった

が，現在は熊本市島崎5丁、目 7-2である.庭

園の水は隣接する釣耕園を流れて来る紙屋川

の水をひいてある.紙屋川は釣耕園のすぐ上

手で湧出する清水で、あり，現在も地元では生

活用水として利用されている.

4. 叢桂園の紹介と熊本市指定文化財

叢桂園を紹介する記事は， u'島崎町史跡調

査~8) ， u'熊本市史~， u'熊本市の文化財~9) ， W熊
本文学散歩~10に『くまもと史跡散歩~llに 『熊

本の文化遺跡~12) ， W熊本を歩く t3
) などにみ

られる.w島崎町史跡調査』では，

叢桂園は百梅園の西近く三軒屋にある.

村井氏の別荘で又別に石田別業とも云ふ.

熊本に於ける最も有名なる庭園の一つであ

って，約百五六十年前藩医碩学の村井琴山

先生(井大年)の作られしもの，庭中の木

石雅趣に富み，殊に屋前の小川は揚子江に

池は洞庭湖に擬へ石に詩文を刻せる等概し

て支那趣味を豊に取り入れたる，多く他に

類を見ぬ処である.琴山の子蕉雪先生に到

りて特に此の別業を愛せられ，先生は遂に

晩年は此処に妻蝉と共に全く移り住まれて

ゐる.頼山陽先生が此処に訪れたのも此の

頃であり，尚ほ諸国の学者を始め支那の学

者等肥後に来らば此処に村井氏を訪ふてゐ

たといふ.全く俗塵を外にせる別世界であ

る.

と記している.w熊本市史』加では，昭和初期

の写真をあげ，

続氏の「釣耕園」に隣接した名園で，幽

( 21 ) 

寂な林泉の風致，今なほ当年の面影を存し

て居る.建物も昔のままで，総て支那風の

文人趣味を凝らしである.頼山陽が百日紅

の植裁に手伝ったと伝へられるほど，庭に

は該樹が多い.この園を詠じた旧藩時代の

作物は，諸家の詩文集に多く 見受けられ，

一々挙げるに追がない程である.

とある.また 『熊本市の文化財』には，

細川綱利が設営して続家に与えた 「釣耕

園」の下手にあるのが，こ の叢桂園である.

ここは藩の医学校再春館の師役村井家の別

荘で見本卜の子椿寿(琴山)が作庭したと伝

えられている.庭には釣耕園の水をヲI¥，、て

曲水をつくり，その下手には中国の洞庭湖

に模した池を設けた.簡素な茶室はその北

にあり，西側の小窓を聞けば荒尾山がその

枠内に入って，一幅の絵となるっくりであ

った.閣の入口の石には「来者不拒去者

不逐」の文字が刻まれ，曲水の南は百日紅

と楓の林で樹下は緑の毛臨を敷いたような

苔庭となり，石の碁盤や腰掛も配されてい

る.かつて額山陽が訪れたとき，椿寿は庭

の造成中で，山陽は百日紅の値替や庭石の

配置を終日手伝わされたと伝えられている.

と説明されている.この山陽との話は 『柏木

氏筆記』凶で，

頼山陽西遊して熊本に到り し時村井椿寿

を訪ふ，椿寿白く市居紛雑寛語する能わず，

明日別業隻桂園に会せむ，山陽欣然として

隻桂固に到れば主人既に来り庭石を安置し

居れり，山陽に謂らく暫時の間助勢を乞ふ

と，遂に終日傭夫の労を課したり.

とあることによるが，このときの主人は琴山

(椿寿)ではなくて蕉雪であった15)

頼山陽と村井蕉雪との交友は『熊本文学散

歩』に詳しい.以下これを引く .

島崎の叢接固に，頼山陽が訪ねて来たの



写真左3枚，上から:業桂園通用門，茶室の敷地，庭の入口の自然石.右3枚，上から・正

門， 洞庭湖を模した池，臨泉の石.最下段，左から:村井琴山の墓，村井蕉雪の墓，聴
泉の石.
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は，文政元年 (1818)初秋の風がようやく

吹き初めた頃であった.蕉雪はちょうど庭

に出て，百日紅の木を植えなおしていたが

はじめておとずれて来たばかりの客人山陽

に，無遠慮に「頼先生，ひとつお手伝い下

さらぬか」

「よろしい，お伝いしましょう」

百日紅を中心に 2人は10年の知己の よう

に親しく打解けていた.

園のある じ村井蕉雪時父祖伝来の藩医で，

父の琴山，祖父の見朴にも劣らない名医で

あるばかりでなく，詩文の才も高く，書画

の技にも秀れていた.性格もからりと開け

っ放しの太っ腹な彼の別荘には，いわゆる

当時の文人墨客が絶えず出入していたので

ある.

山陽はその年の 3月初旬，九州、l遊歴の途

につき，北九州をへて長崎に遊び，茂木か

ら島原へ辿り，そこから舟で有明海を渡り

小島に上陸し，熊本城下へやって来た.ま

ず訪ずれたのは，彼の父春水とかねて仲の

よかった時習館教授辛島塩井の家であった.

塩井の世話で，山陽は新町の松屋という宿

に泊っているが，一代の文豪山陽も熊本で

はさほど歓迎されなかったらしく，わずか

4~5 日であわただしく薩摩への旅におも

むいている.

それでもこの短かい数日間に，蕉雪を訪

ね胸襟をひらいて歓談時をうっすことが出

来たことは，山陽にとって楽しい思い出で

あったろう .(後略)

叢桂園は大正年間以降，昭和27年まで国の

仮指定史蹟，名勝であった.現在は熊本市の

文化財であり，昭和60年8月22日に指定され

た.指定の理由16)は次のとおりである.

代 学々者の家として知られる村井家の別

荘として造られたもの で，島崎の四名園

(叢桂園，釣耕園，四時園=百梅園， 八橋

の御茶屋)のーっと して名高い.

文政元年(1818)頼山陽来熊の際，ここ

に村井椿寿を訪ね，百日紅の植栽などを手

( 23 ) 

伝ったといわれる.揚子江の洞庭湖を形ど

った泉水，漢詩を刻んだ石等があり，今な

お当時の面影を残している.

大正年間以降，昭和27年まで国の仮指定

史蹟，名勝であった.

5. 叢桂園に関する詩文

『熊本市史』に「この園を詠じた旧藩時代

の作物は，諸家の詩文集に多く見受けられ，

一々挙げるに遣がない程である」とあるが，

2~3 の例をあげる .

O辛島塩労ニ叫山

春日野遊，過叢桂園，琴山翁適至欣然見逝，

次矯年前日見贈之韻

日暖風和病起新題詩況復報芳辰

巳占朝舞漸乗暇 久為余寒欲負春

社樹花開舞零地漁磯水海涜紗津

相携遂到琴山隠看竹却』肝有主人

O米国松11liJ4e，18)

叢桂園集子千序

構井大年営別荘，荘在琴山， 多桂樹，園因

命罵，茂松清泉，亦可以玩，鳥之与魚，来

集其間， 日押月親，不亦楽乎，主人目，或

云大隠隠朝市者，是不知山林隠趣者之言也，

或云避跡子山林者，是不知人間之楽者之言

也， 我渓然，栖栖風塵中，時時来往子主主，

而楽山林者也，何必大隠之為，故自号日琴

山小隠，余日胃然、嘆日，在山野渓谷中，而行

楽与人倶，隠量為小哉，坐上賦其事為贈云

爾

水石混漫遠舎清 喜君他日数相迎

常違猿鶴随塵境時入丘園遺世情

桂樹叢生鳥九側松涛吹落鳳笠声

従来此際多棲逸誰比琴山小隠名

O回能村竹田町20)

倣閏秀体一律奉贈子陽村盟兄，此夜諸君集

古香楼語笑互発燭影畑然

数偲嘱絡特地検相望恰似隔重城

人於翠著呑辺語燈隔蓄額開処明

会枕半欲聞酒令欄干倹拍記歌声

憶君為撃紅筆去両三詩句逐情生



6. 叢桂圏の構成

叢桂園は南北に長いやや四角形の庭園で，

北の垣根を背に して建物がある.茶室2口の前

に庭がある.揚子江を模したといわれる流れ

は庭に向かつて右手の約耕園から入り，茶室

の前から大きく迂回 して，左手の敷地の外に

流れ去る.洞庭湖を模した池は，庭園の入口

の左手にあって，南北に長く ，中央が広く ，

建物の北からめぐらされた小さな流れが入る

ようになっている.

庭の入口は東に面して，そこの木立のかげ

に，斜めに寝かせた自然石に 「出者不逐/入

者不拒/山家自然妙境/蕉雪道人」と刻しであ

る.この横を流れた水が池に落ちるところの

石には 「臨泉 蕉雪書J，茶室の前から苔庭

の方に流れを渡った水辺の石には「聴泉蕉

.・0. 
・0

. . . 

.，
 •• 

--

雪書」と，それぞれ字体をかえて刻されてい

る 「聴泉」の石の奥の苔庭には，蘇が纏えら

れていて，この蘇は美しく繁って昔から園の

名物のひとつであった.蘇の種類はスギゴケ

科の Polytrichwncommune L. ex HEDW. 

ウマスギゴケ 22)である.本種は北半球に広く

分布するもので，京都あたりの寺院の庭など

に多い.九州、|では少ないので，本閣のものは

築庭の折に人手によって植えられたものであ

ろう .r聴泉」の石と苔庭との聞に，石の碁

盤と腰掛があったが，現在は碁盤は近くの三

賢堂の倉庫に保管されており，腰掛も三賢堂

の庭にある.

庭木はイロハモミジ，サルスベリ ，サザン

カが多く ，大木ではアラカシが数株， 釣耕固

との境界にクスノ キが 1株ある. 流水と池の

周囲は，ほとんどイロハモミジとサルスベリ

お); i'f. ~l:号 Z 芋r.

A フド ~;: 喝 J I 't 官官

白 剤、月工 H 同1メli't

CI I~ .; L U-. 1明
Ol，l; )lL M 1.台 7，>.1"':

EI1産 z lli..l3 午t
F l õ~ 庄市"号 10 タト がR

G I 'f }壬 Ip 干宅E3L 

H咽作T 工 10 }官 J>:

IIH 卜'r R べJ 手

歴史公i塁131長桂図

(1'号主計&図 J'

o 10m 5=1: 500 

LーL.....J

図 1 見取図(熊本市教育委員会文化課提供)
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である.

7. 叢桂圏の現状と将来計画

現在は熊本市当局の手で整備中である.茶

室は解体してあって，いずれ復元される予定.

庭は手入れと掃除がよく行き届いている.本

来ここにはなかったものも，歴史公園として

公開する目的で導入されている.ひとつは石

灯能で，庭園に 2基入札他は便所や水飲場

も予定されている.

また叢桂園の正門に面して，石碑，便所，

ベンチ，照明灯などが設けられていて，周辺

の遊歩道も整備され，歴史公園としての形が

できあがりつつある.これらの見取図を図 1

に示す.

8. 叢桂圏に現存する樹木

現在，叢桂固に生育している樹木を1987年

10月9日， 11月11日および1988年 1月11日に

調査した.確認で‘きた種類を表1に示す.

本国は本来が医家の庭であり，蕉雪の祖父

見朴は，当時の肥後で本草学においても第一

の人であるから，叢桂固という名称から本草

の桂が実際にあるのではなL、かと考えられる

が，Cinl1amOmUm属植物はわずかにクスノ

キが 1本あるだけで，他には見当たらない.

イロハモミジやサルスベリのような低木がよ

く保存されているのであるから，桂の類はも

ともとここにはなかったのであろう . したが

って，桂とは文学的にみて，カツラ，モクセ

イ，ニッケイ， クス，ゲッケイジュのような

香木や香花の類をさす23>ものと思われる.

また薬用植物は確認された33種中に12種で，

これは36%であって半分にも満たない.

ここの樹木はよくみると，ほとんどが庭園

樹で栽植されたものであり，アラカシのみが

昔の森林の面影を留めているとみることがで

きょう .正門から入って真正面にある l株は

根まわり 5.3m，胸高幹囲 3.04m，樹高 14.5 

mの大木で・ある.

仏結 語

叢桂園は，肥後の名医村井家の別荘である

( 25 ) 

から，医薬，本草に関連性のある建造物や植

物が残存しているのではないかと思われた.

特に名称は，米国松洞が「多桂樹，園因命罵」

といっているように，桂がたくさんある印象

をうける. しかし実際には，樹木で薬用に供

するものは約36%にすぎず，ここ は琴山，蕉

雪の文人趣味を満足させる別荘であった.そ

れが医師であるこの人たちの息抜きの場であ

ったのかもしれない.その故にこそ，蕉雪は

晩年をここで過ごしたのであろう.

庭内の清流については，これを曲水とみる

向きもあるが，極めて距離が短い水路で，流

れの中に石が配置されたりして，現実に ここ

で耐水の宴をはるのは無理である.本庭園は

やはり中国趣味に徹したっくりをみるのが正

しい.

叢桂園は，肥後の由緒ある名園のひとつと

して， 一般に公開されるのは意義あることと

思われる.
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表 1 叢桂園の樹 木

Oleaceae 

Forsythia viridissima LINDL.シナレンギョウ

Ligustrum japonicum THUNB. ネズミモチ

Osmanthus aU1・'antiacus(MAKINO) NAKAI var. thunbergii (MAKINO) HONDAウスギモクセイ

0. ilicifolium MOUlLLEFERTヒイ ラギ

Ebenaceae 

Diospyros kaki THUNB.カキ

Myrsinaceae 

Ardisia Cl・'enataSIMSマンリョウ

Ericaceae 

Enkianthus sp. 

Lythraceae 

Lagerstriemia indica L.サルスベリ

Theaceae 

Camellia japonica L. ツバキ

C. sasanqua THUNB. サザンカ

EU1・yajaponica THUNB. ヒサカキ

T白川troemiagy押manthera(WIGHT et ARN) BEDDOMEモッコク

Tlzea sinensis L. チャノキ

Aceraceae 

Acer palmatum THUNB.イロハモミジ

Celastraceae 

Euonymus alatus (THUNB.) SIEB. form. ciliato-del官tatus(SIEB. et ZUCC.) HIYAMAコマユミ

E. japonica THUNB.マサキ

E. sieboldianus BLUMEマユミ

Aq uifoliaceae 

Ilex latザ'oliaTHUNB.タラヨウ

Leguminosae 

Albizia julibη・'ssinDURAZZ.ネムノキ

Rosaceae 

Eri・Obotryajaponica (THUNB.) LINDL. ピワ

Chaenomeles sinensis (TOUlN) LOEHNEカリン

Prunus mume SIEB. et ZUCC.ウメ

Hamamelidaceae 

Distylium l-acemosum SIEB. et ZUCC. イスノ キ

Lauraceae 

Cinnamomum camphora (L.) PLANCH. クスノ キ

Magnoliaceae 

Magnolia kobus DC. コブシ

Berberidaceae 

Nandina domestica THUNB. ナンテン

Moraceae 

Ficus erecta THUNB. イヌピワ

Ulmaceae 

Aphananthe aspem (THUNB.) PLANCH.ムクノキ

Celtis sinensis PERS. var. japonica (PLANCH.) NAKAIエノキ

Fagaceae 

Castanopsis cuspidata (THUNB.) SCHOTT.ツプラジイ

Quercus glauca THUNB.アラカシ

Podocarpaceae 

Podocarpus押zaCI・ophyllus(THUNB.) LAMB. イヌマキ

Ginkgoaceae 

Ginkgoαbiloba L.イチョウ

( 26 ) 
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16)熊本市教育委員会文化課の資料による.

17)からしまえんせい， 1754~ 1839，時習館教授.

18)こめだしようとう， 1720~1797， 細川藩中老
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Summary 

Sδkei・en(態桂国)was a country place of 

the Murais (村井家)which was famous do-

ctors of the fief of Hosokawa， Higo， since 

the eighteenth century. The third doctor 

Kinzan (琴山)and his son Shosetsu (蕉雪)， 

the fourth doctor， constructed a country 

house at Shimasaki-mura in Kumamoto and 

named it Sδkei引1.

Sδkei-en had been a country place of the 

Murais for about two hundred y回 rs. But 

Kumamoto City bought it and is now pre・

paring to open as a historical garden. 

1 studied Sokei-en historically in litera-

ture and the state in this garden. As a 

result， there found memorial things such 

as stones sculptured several Chinese letters， 

stream， pond， moss garden， a small house 

for tea-c巴remonywhich is now pulled down 

and many trees transplanted there. 



薬史学雑誌

23(1)， 28~36 (1988) 

明治期を中心とした

中国産繁用生薬の輸入についての考察

1. 特に初期における大黄の輸入量，並びに価格の変遷について

播磨章一*1

A Consideration on the Imports of Chinese Crude Drugs of 

China-Grown for General Use in Meiji Era 

1. Especially on the Transition of Rhubarb Imports 

in the EarIy Period: Its Quantity and Price 

Shoichi HARIMA制

(1988年4月 18日受理)

1.緒 言

大賞は漢方製剤や家庭薬の原料の重要なも

のの一つである.大葉はアントラキノン誘導

体を含有するところから大腸性便秘や胃腸障

害に対する薬剤として も広く 用いられてきた.

事実，大賞は明治19年 (1886)6月25日発布

された日本薬局方第 1版口から第11版まで継

続して収載されている生薬であることから も，

その当時から少なからぬ需要があり ，またそ

の医薬品としての重要性が現在も変わらない

といえる.そこで，中国産大賞の本邦への輸

入状況の流通推移を明治初期について，時系

列的に検索した.

2. 明治初期の貿易政策と統計実務

維新政府が樹立されると，直ちに政府は内

外に開国，和親の方針を徹底した.即ち，慶

応4年 (1868)，外国事務取調掛，東久世通穏

は兵庫駐在の 6か国公使に面接し， 王政復古

を告げると共に，同時に圏内に対しても当時

本1 日本薬史学会
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の外国との修好を広める よう布告を出した.

貿易上における彼らの地位についていえば，

永い鎖国の夢に耽っていた我が国は，既に

自由主義時代に突入 していた先進資本主義

諸国に対して明らかに初期には遅れをとっ

ていたわ.不平等条約なるものが，安政5年

(1858)未だ関税自主権を主張できない弱い

立場にあった我が国で先ず「日本修好通商

条約」が7月に調印された.同じ安政5年

(1858) 7月には，オランダ ・ロシア ・イギリ

スの3国と， さらに 9月には， フランスと，

それぞれ修好通商条約を結んだ.新条約は，

14か条の本文と貿易章程7則から成り，附属

の運上目録が詳細に指定されており ，貿易輸

出入共に従価税と して，一律35%の協定税率

を，その後，原則20%の水準に引下げ，さら

に一律 5%という極度に低い水準に引下げら

れたのである.当時欧米列国との国力の差は

何とも仕方がなかった. この条約は締結の年

から14か年後，即ち明治5年(1872)には，協

議のと改正することになっていた.しかし漸



く明治22年 (1889)米国との単独改正通商条

約を調印はしたが，我が固にとってなお納得

のゆくものではなかった3)

この聞の貿易政策に関して，当時政府の殖

産興業政策の中心人物であった大久保利通は，

明治8年 (1875)での建議の文中に 「皇国開

港以来，外国貿易ノ形情ヲ察スルニ，商権ハ

概ネ外商ノ手ニ有セラレ，我商売ハ到底彼ノ

龍絡ニカカルヲ免レス (途中略)随テ倒レ遂

ニ外商ト抵抗シテ能ク商権イ維持スル者アル

ヲ見ス.退テ其然ル所以ノ原因ヲ尋ヌルニ，

ーハ国商未タ海外通商ノ道ニ練熱セサル/到

ス所，ーハ国商ノ資金薄少ナル ヲ以テ持重耐

久/力無キニ由ルモノナリ」としているが4)

蓋し当然といえる.外国資本により商権が把

握なされており，一方圏内には海外の事情に

通暁するものが少なく ，特に貿易の実務に経

験を有するものも同様に僅少であり ，貿易代

金の海外決裁機関や，市場 ・信用調査機闘を

ほとんど持ちあわせなかったため，貿易業務

は大半在日外国商人によって握られへ明治

14年 (1881)になりやっと，輸入の内商扱い

が2%になった.一方貿易収支についていえ

ば表 1のように明治元年 (1868)と明治 9年

(1876)を除いて明治14年 (1881)までは，ほ

ぼ一貫して輸入超過であった6)

表 1

この是正のために我が国が国を上げて領事

館を海外に設置して領事が，外国市場の状況

調査に活躍した.その情報として，彼我の輸

出入品の数量及び価格を調査し，これを大蔵

省、に報告させて貿易助長政策に大いに役立て

た?中国関係の領事館は明治 9年 (1876)ま

でに上海を始め福州，香港，展門，天津，営

口，に6拠点がおかれたけれども未だ実務に

不慣れで数量，価格の算出には正確さを欠き

信用出来なかった肋.

3. 調査資料及びその調査方法

明治年聞に於ける外国貿易額の統計資料と

して代表的なものは，次の 3資料が揚げられ

る.

即ち，1)大蔵省編纂 ・発行 :大日本外国貿

易年表， 2)内閣統計局長，花房直三郎識:日

本帝国統計年鑑，忠愛社， 3)東洋経済新報社

編集 ・発行 ・大日本外国貿易56年対照表であ

る.上記 1)は毎年編纂され累年表として発

行される大蔵省編纂資料が我が国では尤も信

頼すべきものと考えられる.次に 2)の内閣

統計編纂資料は1)の大蔵省資料と比較して，

ややこれと異なる点もあるが，これは集計の

過程で、特別輸出入を併算したもので，その差

異が若干でたものと思われる. 3)の東洋経

(単位:千円)

年 号 西 暦 輸出額 輸入額 総 額 入出(+)超額

明治元年 (1868) 15，553千円 10，693千円 26，246千円 (+) 4，860千円

グ 2年 (1869) 12，908 20，785 33，693 7，877 

グ 3年 (1870) 14，540 33，741 48，281 19，201 

グ 4年 (1871) 17，968 21，916 39，884 3，948 

1/ 5年 (1872) 17，026 26，174 43，200 9， 148 

1/ 6年 (1873) 21，635 28，107 49，742 6，472 

1/ 7年 (1874) 19，317 23，461 42，778 4，144 

1/ 8年 (1875) 18，611 29，975 48，586 11，364 

1/ 9年 (1876) 27，711 23，965 51，676 (+) 3，746 
1/ 10年 (1877) 23，348 27，420 50，768 4，072 

1/ 11年 (1878) 25，998 32，874 58，872 6，876 

1/ 12年 (1879) 28，175 32，953 61，128 4，778 

1/ 13年 (1880) 28，395 36，626 65，021 8，231 

1/ 14年 (1881) 31，058 31， 191 62，249 133 

合計 302，243 379，881 682，124 -77，638 

( 29 ) 



済新報社編纂資料もやはり ，大蔵省編纂の大

日本外国貿易46年対照表及び大蔵省発行の貿

易年報乃至貿易月報等を原本として編纂され

たものであるため， あくまで1)の大蔵省編

纂資料を基本として作製されたことは勿論で

ある.そこで特に明治初期の貿易額の正確さ

の度合いを判断するためには当該大蔵省編纂

資料をもとにして，同年代の我が圏外国貿易

の推移の実態を把握することが適切と思われ

た.しかし第2章で述べた初期の貿易の統計

実務等による状況から集約された統計累年表

なるものは， 果たして我が国明治初期の貿易

統計数値の実相を示しているのかど うか，そ

の実証をつかんで年度を追って明らかにする

必要がある.

表 2は大賞の貿易輸入統計をふくんだ政府

統計資料で， 大蔵省編纂のものを集約した19

篇の一覧表であるト27)明治初期の 時代区分

を一般経済の変遺とも関連させて， 日本貿易

精覧に掲載の貿易史区分によった.即ち明治

元年 (1868)から明治14年 (1881)に区切る

ことで，ちょ うど明治初期の資料がおよそ表

号年 月別

明治 5 年~10年

11 6 年1. 1~12. 30 

11 6 年 1. 1~12. 30 

11 7年 1.1~12. 31 

11 7 年1. 1~12. 31 

11 8 年1. 1~ 6.30 

11 8 年 7.1~12.31

11 8 年 7. 1~ 9 年 6.30

11 9 年 7.1~12.31

11 9 年 7. 1~10年 6.30

11 10年1. 1~ 6.30 

11 10年 7.1~11年 6.30

11 12年 1. 1~ 6.30 

グ 12年 7.1~12.31

1/ 13年 1. 1~ 6.30 

11 14年1. 1~ 6.30 

M 元年~14年

M 元年~10年

H 元年~9年

西

表 2

暦 統轄官庁

1872~1877 正 院

1873 大蔵省統計寮

1873 " 租税寮

1874 " "  
1874 1/"  

1875 ""  
1875 

1875 

1876 

1876 

1877 

1877 

1879 

1879 

1880 

1881 

1868~1881 

1868~1877 

1868~1876 

" " 
" " 
グ 関税局

" " 
" " 
" " 
" " 
" " 
" " 
" 1/ 

" " 
" " 
" 11 

2に網羅できた28>

4. 政府貿易輸入統計資料の検討

大賞の貿易輸入数量並びに輸入元価につい

て表2より大賞の輸入統計数値をうるこ とが

できるが，年度別に比較的時系列的に累計集

計されている統計資料は， 1)大日本各港輸出

入14か年表(以下表 3-aという)2)大日本

各港輸出入比較表(以下表 3-bという)のこ

れら両表を選択し，比較検討を試みたところ，

次のような結果をえた.即ち表 3-aは 14か

年聞の集計であり，表 3-bは 11か年間の集

計である.この間の両表の貿易輸入元価の 1

斤当たりの平均値を算出すると， 表 3-aで

は11銭5厘であった.表 3-bでは 11銭8厘

2毛であるので累計年度平均での差異は 3厘

2毛となる.統計の集計年度が両表を比較す

るに当たり 3か年のずれがあるため， 明治

元年 (1868) より明治10年 (1877)までにつ

いて，大賞の輸入数量をそれぞれに， 加算集

計した所，表 3-aでは 601，608斤 となり，

表 3-bでは 577，967斤となった.その差は

貿易統計

政表外国貿易部

各開港場輸出入物品高

大日本各港輸出入物品年表

大日本各港輸出入年表

M 月表

M 半年表

M " 
M ¥ 年表

半年表

年表

半年表

年表合本

半年表

" 
11 

" 
M 

" 
" " 
1/ 1/ 

1/ 1/ 

大日本各港輸出入14箇年表

M 比絞表

M 物品9ヶ年一覧表

( 30 ) 



年

表 3-a

輸入数量
(斤)

輸入元価 円/斤
( 円 銭 )

号西暦

明治元年 1868

11 2年 1869

11 3年 1870

11 4年 1871

11 5年 1872

11 6年 1873

11 7年 1874

11 8年 1875

11 9年 1876

3，856 308.479 8.00 

3，080 239.932 7.79 

2，115 216.801 10.25 

27，350 4，222.349 15.44 

3，605 453.426 12.58 

47，423 4，921.381 10.38 

92，933 9，540.440 10.27 

139，310 18，165.699 13.04 
¥ 

151，376 18，003.453 11.89 

グ 10年 1877 130，560 14，689.449 11.25 

11 11年 1878 140，539 18，374.522 13.07 

11 12年 1879 217，800 24，718.280 11.35 

11 13年 1880 117，995 12，918.110 10.95 

M14年 1881 123，062 18，201.500 14.79 

Tota! 1，201， 004 144，973.821 161. 05 

Average 85，786 10，355.273 11.50 

表 3-b

年 号西暦 輪講量

明治元年 1868 3，856 

11 2年 1869 3，080 

11 3年 1870 2，115 

11 4年 1871 27，350 

11 5年 1872 3，605 

11 6年 1873 47，423 

11 7年 1874 92，933 

11 8年 1875 129，009 

11 9年 1876 109，088 

輸入元価 円/斤
(円)銭)

308. 479 8. 00 

239.932 7.79 

216.801 10.25 

4，222.349 15.44 

453.426 12.58 

4，921.381 10.38 

9，540.440 10.27 

15，584.949 12.08 

12，875.420 11.80 

グ 10年 1877 159，508 19，223.431 12.05 

M11年 1878 181， 559 22， 221. 240 12. 24 

Tota! 759，532 89，807.848 

Average 69，048 8，164.349 11. 82 

10か年間で 23，641斤である. これは表 3-b

輸入数量に対して， 4.1%少なく輸入した数

量である.以上両表について，比較対照の結

果，年度別平均値においても， 10か年累計集

計の結果においても同様の差異が認められた.

したがって， これら両表を比較対照するに当

たりより正確を期するため，暦年で集計され

ていた明治7年 (1874)以前を除き，会計年

度に合わせて統計が取られかなり正確な数値

年

表 4-a

号西暦輸入数量
(斤)

円/斤
(銭)

輸入元価
(円)
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表 4-b

年 号西暦輸入数量
(斤)

輸入元価 円/斤
(円銭)

明治8年 1875 129，009 15，584.949 12.08 

11 9年 1876 109，088 12，875.420 11. 80 

11 10年 1877 159，508 19，223.431 12.05 

11 11年 1878 181，559 22，221. 240 12.24 

Tota! 579，164 69，905.040 

144，791 17，476.260 12.07 Average 

として考えられる明治8年 (1875)以降同年

11年(1878) までの 4か年聞を，原資料より

あらためて大賞の輸入数量，輸入元価につい

て同年度別に時系列的に比較対照した.それ

を表 4-aと表 4-bにまとめた両表について

検討したところ以下のようであった.

輸入数量の度数分布から13万斤から14万斤

のモード値は表 4-aが占めており，その平

均値は 140，446斤であり，最大値と最小値を

表 4-bが占め，その平均値は 144，791斤であ

る.両表より表 4-bは表 4-aに比較して，大

黄の輸入数量で僅か4か年聞において 4，345

斤も多く輸入した結果になる.これは表 4-

aの平均輸入数量の 3.1%増とい うことで

ある.次に 1斤当たりの両表の平均値は， 12 

銭9毛で表 4-aの平均値 12銭 3厘 2毛と

の差は2厘 3毛と 高い差 である.表 4-b平

均値との差は 3毛と低い価格で輸入したこと

になる.最大価格で輸入した年度は 1斤当た

り明治11年 (1878)の13銭7毛で， 表 4-a

であり，最小価格でも同表明治10年 (1877)

の11銭2厘5毛である.輸入数量との価格の

聞には一定の相関関係は見いだせないが， 数

( 31 ) 



量では表 4-bは対表 4-aに比し 17，379斤

と3%増の差異が出ており，輸入元価合計比

較でも同様671円9銭 1厘 7毛も高い価格で

輸入していたことになる.更に年度別に輸入

数量の最も大きい差は明治 9年 (1876)で

42，288斤も表 4-aが多く，比較的差異の小

さいのは明治8年 (1875)で 10，301斤と表

4-bが少ないのである.

。輸入元価では 1斤当たり平均値で明治

8年 (1875)で9厘6毛もの差異が表 4-a

であり，高額で輸入されている.小差なのは

明治9年 (1876) といえる.

。総体的には，表 4-bにおいて，輸入数

量，輸入元価総合計が表 4-aに比較して高い

値を示していることが分かった.確かな数値

として検討した 4か年間でも通貨制度の変更

過程にあり，金銀比価の諸外国との相違及び

不換紙幣(免換できない)の増発等で物価高

とい う悪条件が重なったため，輸入元価にも

影響があり，高値傾向にあったと考えられる.

この大賞の輸入数量の増大は，年々の人口増

に伴って当然、疾病の変動と共に当時未だ漢方

医の人数が西洋医に比して多く ，必然的に大

賞を構成生薬とした漢方薬，家庭売薬の需要

が盛んであったことが想像できる 会計年度

に変更された，この時期に量的，質的な統計

数値に異数が生じていることは，明治政府の

組織的，人的の何らかの支障かあるいは欠落

その機構にあったのではないかと思われる.

以上政府機関の輸入統計資料について検討し

たが，次に民間企業の流通数値と政府機関に

よる輸入統計数値との比較対照を重ねた展開

を試みる.

5. 大黄の市場流通量について企業資料と

政府資料の検討

国内の医薬品流通の市場需要調査が，明治

6年 (1873)に行われた文部省通達により

市場調査表が各府県下に出され，企業体，薬

庖等流通市場での細部調査が実施されたとき，

製薬業の武田長兵衛から大阪府庁に提供した

記録の中に， 取扱い品種量が全医薬品にわた

って記載され，しかもその中で取引状況が最

( 32 ) 

も詳しく記載されている明治 3年 (1870)の

主たる買入れ分が詳細に品目ごとに示され

ているが，その細目の中に大賞の仕入量は

5，000斤と記録されている29) 一方，政府統

計資料として，同年度は前述の表 3-a，表

3-b t;こ示した大日本各港輸出入14か年表，大

日本各港輸出入比較表のどちらにもあって，

幸いにも同年度は同数値に両表共あっている

ので正確度が高くなることを期待して引用し

た.したがって， 表 3から明治3年 (1870)

統計編集の輸入記録での大賞の輸入数量は

2， 115斤となっており，この数値は勿論我が

国が外国との貿易によって輸入した大黄の総

数量であることは間違いないと考えられる.

そしてその差異は 2，885斤以上になる.同年

度に，一企業が原料あるいは製品として調剤

ないし，製造に利用した斤数量の他にも存在

する製薬企業があった筈であり，考えられる

圏内使用量は更に多くなったと思われる.中

国産大黄以外に国産和大賞が仮に混在してい

たとしても，大量に生産がなされていたとは

考えられない.我が国において和大賞(信州

大黄)が朝比奈泰彦先生の指導で栽培された

のは昭和9年 (1934)である，したがって有

効成分センノサイド A，Bの含有量の優れた

和大黄が明治初期に薬物への利用B的のため

役立つものとして，我が国で多く自生してい

たとは患われない30) 大賞の圏内総需要は，

必要に応じ疾病に処方され，月別に年度別に

使用量が集計され，必要量が発注，購入され

疾病に処方され，あるいは商品に製造される

という大黄原料としての流通の仕組みを判断

する時，まして在庫保存の難しい生薬大黄を

前年度に本年度必要量として購入することは

推測しがたい.前年度に輸入した 3，080斤を

本年度輸入した2，115斤に加算して合計5，195 

斤となるので、通年で一応集計合計が一致した

とはいえないと思われる.あくまでこの場合

には，園内需要として購入した大黄の数量が

年間 5，000斤であり，同年明治 3年 (1870)

政府が輸入した大黄の数量が 2，115斤である

のでその差が2，885斤となる. これは実に58

%に及ぶ輸入不足率が生じたことになり国内



総需要との聞に不可解な数値として見なけれ

ばならない.明治初期の我が国の経済，なか

んずく貧困な貿易事情の背景を垣間見るよう

な現象が惹起しているこ とがわかった.

6. 大黄の市場への安定供給について

前述の我が園輸出入年表である表 1に示す

ように総括して輸入金額が明治元年 (1868)

から同14年 (1881)までに約 3倍になってい

るが，これは当時の幣制が混乱していたこと

から物価騰貴となって，その結果輸入金額の

増大を招いたことによるものといえよう. こ

の輸入金額の内，中国との貿易輸入総金額は

明治元年 (1868)から同14年 (1881)までに

約50%もの減少になっているが，中国貿易の

輸入統計資料明細分類で大賞は品名区分とし

て薬材及び製薬類 (DRUGSAND MEDI-

CINES)に属しているこの分類中にほとんど

生薬類が集中しているが総額において格段に

減少はないようである.大賞について年次輸

入金額を時系列的な統計資料である表 3-a

が示すように年々その輸入量は増加の傾向に

あり，明治14年 (1881)までに中国貿易が低

迷している期間であったが，実に3.19倍もの

伸びがあった.このよ うな現象は年々人口の

増加とともに疾病が多様化して需要が広がる

いわゆる自然増にも関連があるにしても，経

済の発展，枕滞，やがては不況という貿易景

気などに関係なく ，大賞が我が国医療の需給

に対し少なからぬ貢献をしこれが医薬品の輸

入事情を好転させ，流通機構に円滑さを増大

させたと解釈することもまた示唆される.大

賞の輸入元価について次のように論ずること

ができる.表531
)に示すよう対比の必要のた

め指数換算比較一覧表にして検討した結果，

明治元年 (1868)を100として同14年 (1881)

の指数は米価や物価に比して安定した値とい

えよう.即ち明治元年 (1868)大賞 1斤当た

り8銭であったが同14年 (1881)には14銭7

厘9毛と 14か年間での値上がり金額と しては，

他の値上がり指数と比較してはるかに低値安

定のラインであり 156という指数に落ち着い

ている つまり，需要量的には30倍強の伸長

( 33 ) 

表 5

年 号 西 暦 価輸指入数元 米指 価数 物指 価数

明治元年 (1868) 100 100 100 

11 2年 (1869) 122. 151 97 

11 3年(1870) 127 154 132 

グ 4年 (1871) 126 94 193 

グ 5年(1872) 138 65 157 

11 6年(1873) 139 79 130 

グ 7年(1874) 143 122 128 

11 8年(1875) 146 122 129 

グ 9年 (1876) 152 84 149 

グ 10年 (1877) 137 93 149 

グ 11年 (1878) 141 100 164 

11 12年 (1879) 145 132 164 

" 13年 (1880) 152 175 137 

" 14年 (1881) 156 175 185 

(表 3-a参照)がみられるが，元価質的面で

は1.5倍強という僅少な値上がりで落ち着い

ている.これは大賞のみならず当時と しては

安定した生薬相場が流通業界に携わっていた

関係者の努力によって培われていたものと思

われる. これに比べると圏内の経済状態は諸

諸の条件が重なりあっていて，特に租税近代

化のための改正やインフレーションに対応す

る政策等も未着手なままに，政府は生産向上

にも努めたが，なお依然として経済の基礎は

半封建的関係にあったためにせよ資本主義発

展の準備段階で貿易情報も一部を除いては極

めて少なく，したがって一般経済も振るわな

かったことも指摘できょう.

7. 考 察

明治初期の外国との貿易業務は安政以来き

められた各開港(長崎，神奈川，函館，兵庫)

に置かれ，ここで関税収納事務を取り扱って

いた.維新の始め大阪，新潟，にも運上所が

設置された， しかしこれらの運上所の所管は

関税自主権が認められない時点でで、あつたため，

はじめは外国事務局の統括に属し後に外国官

の所轄に転属し複雑な経過をたどつている，

次いで

月に至つて漸く現在の大蔵省省、が統括すること

となつTたこ.翌明治5年 (1872)11月28日にな



つてはじめて運上所を税関と呼称が改められ

た32> この聞には貿易統計もややその形式も

整えられたが，調査内容及びその表示方法の

統ーを見るまでには尚数十回にわたる様式の

変更もしくは改良改善を経て次第に正確の度

合いが高められた. このように統括官庁が数

次にかけて変更されまた統計作成上のそれま

での不統ーや加えてはじめての作業の事から

運上所吏員の取り扱い事務の不慣れ等により，

当時の統計資料は甚だ不正確であったと推測

できる33> 他の要件について当時未だ無条約

国であった清国からの輸入量がかなりの比重

を占めていたにもかかわらず，その輸入量に

おいて過少に評価されていたように思われる.

あるいはまた，密貿易による申告漏れなどに

より統計数値に集計されなかったものがあっ

たのではないだろうか34>輸入税の高額な支

払いを避ける意味で，関税にありがちな虚偽

の申告による過少評価で集計された結果が統

計と して報告されたため，不確実な資料にな

ってしまったともいえよう.貿易事務の水際

でのいくつかの案件下で作成された明治初期

の統計書の一つにスポットをあてて，当時の

統計との相関関係を調査したのが，この大賞

に関するものである.また「各開港場輸出入

物品高」表2から明治6年 (1878)の資料に

ついて輸出入品共に数量と課税した税額は明

記してあるのに，その元価は代価不詳，価格

不詳としてこれを示していない大黄その他い

くつかの品目が散見される.このような現象

から見ると統計に収集された数値は税収に重

きを置き，貿易金額をいささか軽視している

傾向があったものと推測できる 35> 前述19編

の統計書から見て当時は近代国家の樹立と資

本主義の育成という重大な国家課題をかかえ

ていたが，財政危機に直面していて，また一

方では国内産業が未発達であったため，国家

財源としては土地租税が収入の第一位であり，

第二位を関税が占めていたのも納得できる点

がある叩. 旧藩時代の運上を継承し各種の営

業免許税があったに過ぎない当時の背景で，

酒税やたばこ税といった間接税が第二位の関

税とその地位を入れ替わったのは，明治も漸

( 34) 

く10年 (1877)以降になってからのことであ

る37> 次に視点を圏内の通貨政策に投じた時，

その幣制で金円を扱ったのは明治元年(1868)

より同11年 (1878)までで，同12年(1879)

以降は金，銀，円混用によって計算されたの

で，統計の算出に混乱が生じたとも考えられ

る. これらを総合して評価を少なく見積もる

など，計算上の誤りも多かったことも否定で

きない事実と思われる拍.我が国の貿易実態

について当時の在留外国人の評価をみると，

駐在中の英国領事は本邦の貿易情報を状況報

告する資料を運上所のものによらず，各開港

場所在の外人商業会議所が作製した情報内容

によるか，あるいは外字新聞所載の推定額を

実際に近いものとして英国本国に報告してい

る3剖.これらを考えるといかに運上所時代の

統計資料が信じられないものであったかをう

かがわされる.同様に上述事項について更に

究明した資料に KarlRathgenが日本の経

済及び財政について述べた著書がある山. こ

れにはやはり，我が国貿易統計は明治20年

(1887)以前の輸出額はやや信ずることがで

きても，輸入額は信じがたいと述べているの

はおそらくは適切な評価とうなずけるものが

ある.

8. まとめ

中国産大黄について，貿易輸入統計などの

諸資料をもとに，明治初期におけるその輸入

の推移について検索した.

1. 貿易統計資料は十分なものが見つかっ

ていない. これは統計資料の書式の不備，不

統一でその手段も嘩立していなかったことに

起因するためと考えられる.

2. 貿易輸入価格については，幣制の評価

変更が途中で実施され，また不換紙幣の増発

等の影響があったことで，集計時の算出額に

混乱がみられたことにあると考えられる.

3. 中国産大黄の輸入は資料の点からは結

果として不可解な点が多かった. これは初期

において清国からの輸入集計数値がやや過少

に評価iされていたことによるものと推測され

る.



4. 貿易情報としてなかんす。く，統計実態

は当時の先進国である外国人か らの正当な評

価が得 られなかった様子がその記録から散見

された.
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Summary 

Referring to an old import statistical table 

(An Annual Return of the Foreign Trade 

of Empire of Japan: Compiled by the 

Department of Finance， Tokyo)， the change 



of the importers of Rhubarb (Rheum) pro-

duced in China in the early period of the 

Meiji had been investigated. As the result， 

the following considerations were obtained. 

1. No su伍cientdata on the trade statis-

tics were found out. 1t is considered that 

no existence su伍cientdata was resulted 

from imperfection and disunity in the form 

of statistics and also from unestablishment 

of the statistic procedures. 

2. As concerns the import prices， some 

complications were observed in the calcu-

lated amount at the time of summing-up. 

The complication resulted iri the evalua-

tional change in the monetary system en-

forced during the period investigated as 

( 36 ) 

well as in the insuence of increased issue 

of inconvertible paper money. 

3. Judging from the data presently re-

ferred to， many incomprehensible points 

were observed in the imports of the Chinese 

Rhubarb. It is supposed that the total im-

port values of the same from China (under 

the Ching dynasty， at that time) might be 

somewhat underestimated in the earlier 

stage of the statistics. 

4. Some records were found in the data 

which suggested that the foreign econo-

mists in the advanced countries at that 

time did not give justifiable evaluation on 

the trade information， especially， on the 

actual state of the statistical works. 
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オランダ 1865年医務関係法規と

山崎文庫「和蘭-医務条令・製薬開業制度」

(その1I)

¥ 

)1¥瀬 清制

Comparison between the Royal Dutch medical law (1865) 

and “the law of state medical supervision and 

pharmaceutical practicing in HoIIand"stored in 

the Yamazaki Library (11) 

Kiyoshi KA W ASE*1 

(1988年4月 18日受理)

オランダ 1865年法第 59号と山崎文庫「医師，

薬舗師，薬舗補，薬舗生徒，及産婆

免許ノ条例」

Royal Dutch law No.59 (1865) and ‘the law of license 

for physician， pharmacist， pharmacist-assistant， 

pharmacist-apprentice and midwife' 

前報1)に引き続き，オランダ帝国1865年法

律と山崎文庫「和蘭一医務条令 ・製薬開業制

度J(以下訳本)とを比較検討する.

生徒，及産婆免許ノ条例Jとなっている.

第 1条 :免許試験総則について記載.訳本

中で学位 (promotie)を「熟達ノ称」と訳し

ている.

1865年法律第59号・医師，薬剤師，薬剤師

助手，薬剤師徒弟および劫産婦の資格取得

に対する条件を規定する法律

訳本では「医師，薬舗師，薬舗師補， 薬舗

第2条 :軍医の規定.訳本では 「内科諸科」

となっているが，原文に「内科」の記載はな

L 、-

第 3~ 6 条は医師試験に関する条文であ る .

第3条 :医師試験の大要

*1東京薬科大学 TokyoCollege of Pharmacy. 1432-1， Horinouchi， Hachiouji， Tokyo 192-03. 

( 37) 



第 4条:自然、科学の試験.訳本では代数学

(stel-kunst = algebra)に 「点京」を当ててい

る.

第5条:医学の試験

第 6条 :医師試験免除に関する例外条項

第 7条:薬剤師徒弟試験

第8条:薬剤師助手試験

第 9条:薬剤師試験

第10条:軍薬剤官

第11条 :助産婦の資格取得

第12条:資格認定に先立つ誓詞

第13条:医師，薬剤師，薬剤師助手試験の

年 2回以上の実施とその機構.訳本では，王

立委員会 (Rijkscommissien)を「理事官J，評

議員 (lid，leden)を「部曲」と訳している.

第14条 :薬剤師徒弟，助産婦-試験訳本で

は脱落している.

第15条 :試験公開の原則

第16条 :試験合格者への証書の交付

第17条:証書交付代金

経過矯置条項

第四条から第28条までは経過措置に関する

内容である.明治の為政者たちは我が国で‘新

法制を公布する際の参考とする ため， [""旧法

処分の条例」として丹念に訳出している.

第18条:オラソダの大学学位取得者に対す

る除外規定

第四条 :軍医の除外規定

第20条 :臨床諸科の学位取得者の診療制限

について

第21条本条例公布4カ月前の有資格者の

業務継続権限

第22条 1:船医の既得権，民間外科医 (stede-

lijken heelmeester)資格認容

第23条 :軍医の恩典的医療従事認容訳本

で、は軍属薬剤師の恩典について訳出されてい

ない.

第24条在郷衛生医官 ・同薬剤官への特典

条項

第25条 :助産婦に対する経過措置

第26条本法律施行 2年以前に，医学また

は薬学の徒弟だった者への試験免除

第27条:既に就業中の医療関係者の権限拡

大を目ざす試験の部分的免除事項

第28条 :現に軍務服役中の医官に対する特

典条項

最終規定

訳本に最終規定 (Slotbepalingen)の小見出

はない.

第29条:本法に対し内容的に矛盾する法規

の破棄

第30条 :本法の発効日 (1866.1.1以前)

オランダ帝国法条文 および 山崎文庫訳本条文

(第59号)1865年6月1日制定，医師，薬

剤師，薬剤師助手，薬剤師徒弟および助産婦

の資格取得に対する条件を規定する法律*

朕，ヴィレムE世，村lの恩寵により ，ネー

デルランド国王， オレンジナッソ一公， ル

クセンフソレク大公，等々々.

これを見，あるいは聞き，読まん者すべて

* (No.59.) WET van den 1st • n Junij 1865， 

regelende de voorwaarden tot verkrijging 
der bevoegdheid van geneeskundige， apo-
theker， hulp-apotheker， leerling-apotheker 
en vroedvrouw. 

( 38 ) 

医師，薬舗師，E薬舗補，薬舗生徒，及産婆免許ノ

条例

(なし)



に幸あれ! すなわち:

かように朕は，医師，薬剤師，薬剤師助手，

薬剤師徒弟および助産婦としての資格の取得

に対する条件を法に定めることの必要性を考

慮した :

朕は枢密院の考えを聞き，また議会の大方

の意見に従い， これを承認し了解した.同様

に以下についても承認し了解するもの であ

る:

第 1条 薬剤師，薬剤風助手あるいは薬剤

師徒弟としての調剤業務，あるいは助産婦と

しての助産業務の医療領域全体における医療

の実践については，本法律の定める方法によ

る試験の実施を通して，内科医，外科医およ

び産科医あるいは薬剤師，薬剤師助手あるい

は薬剤師徒弟あるいは助産婦の資格を得た者

が主国全土において，その権限を有するもの

とする.

さらに，オランダの大学に於て医学博士の

学位試験に合格し，学位を得た者については，

高等教育に関する法律が別途制定されるまで

は，第 3条に記す内科医，外科医，産科医の

資格を獲得するための試験は，第5条に記す

内科学，外科学および産科学の実技試験に限

定される.

第 2条軍医として任命されるのは，この

法律の定むる ところにより， 王国の全域に於

てあらゆる分野にわたる医療業務を行なう法

的権限を有するもののみとする.

第 3条 内科医，外科医，産科医の資格取

得には以下の試験に合格しなければならない.

a 自然科学

b. 医学

第4条 自然科学の受験に際しては，オラ

ンダ語，ラテン語，フランス語，及び高地ド

イツ語，さらに数学，代数学の知識が自然科

学の研究の基盤として充全な水準に達してい

ることを当該試験委員に対して証明 しなけれ

ばならない.

試験科目は以下の通りとする:

a 物理学;

b.化学;

c 植物学;
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第一条 凡医師薬舗師等此条例ノ通リ試験ヲ経テ

内科医，外科医，産科医，薬舗師，薬舗試補，

薬舗生徒又ハ産婆ノ免許ヲ得ノレモノハ和蘭全国

ニ於テ各其術ヲ行フヲ得へシ

和関大学校ニ於テ医学ノ上等試験ヲ経テ既ニ熟

達ノ稽ヲ被リシ者第三条ノ規則ニ随テ内科医外

科医産科医ノ等級ヲ得ンニハ追テ大学ノ:条例j相

立迫ノ、第五条ニ挙ノレ内科外科及産科ノ実際試験

ノミヲ受クヘシ

第二条 軍医ハ此条例ニ随ヒ全国ニ於テ広ク内科

諸科ノ医術ヲ行フヘキ免許ヲ得シ者ニ非レハ其

任ニ当ノレヲ得ス

第三条 内科医外科医産科医ノ等級ハ1r.ノ試験ニ

由テ之ヲ得へシ

一、理学ノ試験

二、医学ノ試験

第四条 理学ノ試験ヲ受ノレニハ先ツ和蘭，羅旬，

仏蘭西，独乙ノ語学及理学ノ予科タノレ数学，点、

貫主ヲ習学セシ寸ノ明証ヲ試験掛ニ示ス者ニ非サ

レハ之ヲ許サス

理学ノ試験左ノ如シ

甲 理学

乙化学

丙植 物学

丁動物及鉱物学

戊薬 物学



d. 動物，ならびに鉱物の博物学;

e 製薬学の実務知識;

i 解剖学，比較解剖学，生理学.

第 5条 医学の試験科目は以下の通りとす

る:

a 病理学，及び病理解剖学;

b.薬理学;

c 衛生学;

d. 法医学;

e 内科学，外科学，産科学;

f. 調剤学.

上記の内科学，外科学，産科学の各試験は

筆記及び実技の両面で行なう .就中，臨床試

験，すなわち，外科手術，産科手術，処方議

内容に関する試験では，実用知識を充分審査

するものとする.

上記医学試験を実施するにあたり，受験生

は各自，少なくとも 2年間内科および外科治

療に携わった経験があること，及び現在まで

に我が固に於て子供をとりあげた経験が少な

くとも10例あり， うち 2例は異常出産である

ことを立証すベく我が国で免許を持つ医師の

証明書を提出しなければならない.

第 6条例外:

1. オランダの大学において医学の学位を

取得した者は，第4条に規定された試験を，

またオランダの大学において医学の予備試験

に合格した者は，(第4条の)a， b， Cの科目

の考査を，各々免除される;

2. 試験に合格し，他の王国においてその

全領域に渡って医療業務を行なう資格を取得

した者は，第4条及び第5条の a，b. Cに規

定された試験，ならびに，自分が少なくとも

2年の間内科及び外科の治療にあたったこと

の証明を，各々免除される.

第 7条薬剤師徒弟の資格は，薬剤師徒弟

試験に合格しなければ得られない.

この試験は，オランダ語， ラテン語および

算術の初歩で，それに処方筆に従って調剤す

るために必要な知識と能力を有することを証

明するものとする.

第 8条薬剤師助手の資格は，物理学の試

験 (natuurkundigexamen)に合格しなけれ
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受解剖学，比較解剖l学，生理学

第五条医学ノ試験左ノ如シ

甲病理学，病体解剖j学

乙 薬 剤学

丙衛生学

丁裁判医学

戊内科外科産科

受合薬学

内科外科産科ニ於テハ理論及実際ノ試験ヲ受ケ

兼テ外科術産科術井ニ薬方ヲ処スノレニ習熟セシ

寸ノ明証ヲ示スヲ要ス

右医学ノ試験ヲ受ノレニハ其二年以上内外科ノ治

療ヲ施セシ所/状ヲ当国ノ免許医師一名ヨ日開

申シ且産科医ノ目前ニテ平産ノモノ十人難産ノ

モノ二人ヲ分娩セシメタル所ノ証拠ヲ示サ与ノレ

ヘカラス

第六条

第一款 和蘭大学校ニ於テ既ニ医学ノ得業生ト

ナリシ者ハ第四条ノ試験ニ及ハス又同校ニ於テ

医学預科ノ試験ヲ経シ者ハ第四条中甲乙丙ノ試

験ニ及ハス

第二款外国ニ於テ試験ヲ経既=広ク内外諸科

ノ医術ヲ行フヘキ免許ヲ得シ者ハ第四条第五条

中甲乙丙ノ試験弁ニ其二年以上内外科ノ治療ヲ

施セシ所ノ状ヲ閲申スノレニ及ハス

¥ 

第七条 薬舗生徒タノレヲ得ノレニハ左/一試験ヲ経

へシ

此試験ハ良時日蘭羅旬ノ語学及算学ノ初歩ナリ コ

レニ兼テ又其薬方書ヲ作ノレニ須(演)要ノ才学

アル寸ヲ証スヘシ

第八条 薬舗試補ハ理学ノ試験ヲ経シ者ニ非レハ

其免許ヲ得ヘカラス



ば得られない.

この試験を受けられるのは，オランダ語，

ラテン語，フランス語及び高地ドイツ語，及

び自然科学の勉学に必要とされる数学及び代

数学について充分な知識をもつことを，この

試験の委員会に示した者に限られる.

試験科目は以下の通り:

a 物理学;

b.化学;

c 植物学;

d.動物及び鉱物に関する博物学;

e 処方筆に従って調剤するに必要な知識

及び能力

上述の試験科目のうち物理学に限っては，

高等教育に関する法律が制定されるまでは，

オランダの大学で自然科学の学位を取得して

いる者はこれを免除されるものとする. しか

し，上記該当者も e項に示された知識及び

技術があることが明らかにされなければ，薬

剤師助手の資格は与えられない.

第 9条薬剤師の資格の認可を受けるため

tこは

A. 少なくとも 2年間，わが国で薬剤師助手

として働rいたという証明;

B. 以下の諸点にわたる化学及び調剤学の筆

記試験ならびに実地試験:

a 薬草に関する知識;

b.薬剤の知識;

c 調剤学;

d. 調剤学の実用技術及び実験室技術;

e 毒薬の鑑別と検索法.

以上のうち，オランダの大学に於て薬学の

博士課程の試験に合格し，博士号を取得した

者も，高等教育に関する法律が別途制定され

るまでは，薬剤師の資格を取得するためには，

上記B項に記された実技試験のみを受けるも

のとする.

第10条寧の (militair)薬剤師の資格は，

本法律に定めるところに従って薬剤師の資格

を得た者に対してのみ与えられる.

第11条助産婦の資格を取得するために

は :
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此試験ヲ受ルニハ先ツ和蘭羅旬傍蘭独乙ノ語学

及理学ニ必要ノ数学点窓ヲ習学セシ寸ノ明証ヲ

試験掛ニ示ス者ニ非レハ之ヲ許サス

試験ノ科目左ノ如シ

甲理 学

乙化学

丙植物学

丁動物及鉱物ノ学

戊 薬方書ヲ作ノレニ須(演)要ノ才学

和蘭大学校ユ於テ理学ノ「カンジタ ート」ノ 等

級ヲ得シ者ハ追而高尚ノ学業ヲ試験スヘキ条例

相立迫ハ此条エ挙ノレ理学ノ試験ヲ受ノレニ及ハス

然レ}e戊ニ記スノレ所ノ才学アノレ者ニ非レハ薬舗

試補タルヲ許サス

第九条 薬舗師タノレヲ得ノレニハ左ノ件ヲ要ス

第一款理学及実際ノ化学，製薬学井ニ左ノ科

目ヲ試験ス

甲 医薬ニ供スノレ草木ノ排

乙薬物学

丙製薬学

丁製煉術化学ノ製造局ニ於テモ亦之ヲ行

ハシム

戊 'i':;薬ノ鑑識及其査出法

和蘭大学校ニ於テ製薬学ノ上等試験ヲ経テ既ニ

熟達ノ稽ヲ被ムリシ者薬舗師タル寸ヲ得ノレニハ

追而高尚ノ学業ヲ試験スヘキ条例相立迫ハ第二

款ノ試験ノミヲ受クヘシ

第十条兵部ノ楽剤官ハ右ノ条例ニ由テ薬舗師ノ

免許ヲ得シ者ニ非レハ其任ニ当ノレヲ許サス

第十一条 産婆ノ免許ヲ得ノレニハ左ノ件ヲ要ス

甲 産科ニ入門シテ生徒トナリシ証書及産科医

或ハ他ノ産婆ノ目前ニ於テ平産ノモノ十人以上



a 当人が，産科の見習と して，朕の定め

る諸条件のもとで，医療監察官のもとに登録

し，また産科医あるいは助産婦の同席のもと

に少なくとも10例の通常分娩を行なわせた旨

の証明;

b. 産科術の筆記及び実地試験.

第12条上記の医師，薬剤師，薬剤師助手，

薬剤師徒弟，あるいは助産婦の試験に合格し

た者は， (各 の々)資格認定を受けるに先立ち，

試験委員会の委員長の前で，以下の宣誓(誓

約)を行なう :

「私は次のこと を誓L、(誓約し)ます.内科，

外科， 産科(製薬，産科)術の実施に当って

は，法の定めに従い，知識と力の及ぶ限りに

おいて最善を尽くします.また，これら医術

の実施に際し，秘密厳守を依頼された事柄，

あるいは他言すべきでないと判断した事柄に

ついては，証人も しくは検査官と して裁判所

より供述を要求された場合，あるいは法によ

り報告義務を負わされた場合を除いて，何人

にも漏洩致しません. 神も照覧あれ.J (1以

上，誓約致しますJ)

第13条上述の各試験は，薬剤師徒弟なら

びに助産婦i試験を除き，少なくとも年に 2回，

王立委員会が之を実施する.また委員会の評

議員，評議員から選出する議長ならびに書記

官については，朕が毎年任命するものとする.

各評議員に代って，代理者が 1名が，朕に

よって任命される.

評議員の旅費，滞在費な らびに参加費は，

国がこれを定め，負担する.

内務大臣は，委員会開催の日時及び場所を

指定する.

第14条 薬剤師徒弟ならびに助産婦の試験

は，当該試験が実施される汁|の医師監察官を

議長と し，内務大臣の任命した評議員2名，

ならひ7こ前者の試験にあたっては優秀な薬剤

師2名，また後者の試験にあたっては産科医

2名で構成される委員会が之を実施するもの

とする.

評議員の旅費，滞在費ならびに参加費は，

国が之を定め負担する.

内務大臣は，委員会を開催する日時ならび

ヲ分娩セシメシ寸ノ 証拠

乙 理論及実際産科術ノ試験

第十二条医師，薬舗飾，薬舗試補，薬舗i生徒及

産婆各々其試験ヲ終ノレ時ハ免許ヲ受ノレノ前会長

ノ面前ニ於テ左ノ誓詞ヲ発ス

我内科外科産科(製薬術 ・産科術)ノ栄ヲ行フ

ニ当テハ公法ヲ遵奉シ業務ヲ勉励スヘク且秘密

ノ事件ハ人ノ傍頼スノレト自ラ察知スノレ トニ拘ハ

ラス裁判ノ事ニ関ワノレカ或ハ法例ニ触ノレLモノ

ノ外ハ決テ他人ニ洩漏スノレ寸ナシ曙神明ソレ我

ヲ加護七ヨ

第十三条 以上ノ諸試験ハ薬害市生徒ト産婆トヲ除

タノ外毎年少キモ必ス二回ツL理事官コレヲ施

行ス但其部曲，会長，書記官ハ毎年政府ヨリコ

レヲ命ス

給

指

口
H

司
ノ

及

之

料

相

ク

在

宰

泣

滞

務

ヲ

'

事

員

費

内

一

旅

園

者

ノ
議

式

日

代

定

時

ニ

々

及

毎

各

所

部

ハ

場

一

ニ

ノ

ハ

員

会

山

人

集

部

ノ

フ

掛

共

曲

与

験

ス

又

部

ヲ

試

令

¥ 

(なし)
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に場所を指定する.

第15条試験は公開で行なわれる.ただ し，

病床， 化学実験室，産室において行なわれる

試験は，試験委員会の議長の許可があった場

合にのみ，立会いが許される.

その他試験に関するものは全て，法令集に

規定されるものとする.

第16条第4条に示された試験に合格した

者には，免許状を交付するものとする.

資格の行使は，第5条，¥7条 8条 9条

ならびに11条に示した試験に合格した後には

じめて，之を合法と認める.

第5条に従って資格を得た者は，“arts"

〔医師〕の肩書を名のる権利を与えられる.

第17条前条第1項に述べた免許状の交付

にあたり代金40フロリンを納めるものとする.

法的資格証明書に際しては，以下の金額を

納める ことにより，これを合法と認める.

内科，外科，産科の証明書 1枚に付60フロ

リン

薬剤師徒弟の証明書 1枚に付10フロリ ン

薬剤師助手の証明書 1枚に付30フロリン

薬剤師の証明書 1枚に付50フロリン

助産婦の証明書 1枚に付10フロリ ン

免許状ならびに証明書交付の代金は，委員

会費用から控除されるが，その場合には旅費

滞在費ならびに参加費は国家の負担とはなら

ない.

オランダの大学において medicinaedoctor 

ならびに， artis pharmaceuticae doctorの学

位を取得した者は，上記料金の支払いを免除

される.

経過措置条項

第18条 上記法律が施行されるにあたり，

オランダの大学に於て医学の学位を既に取得

している者は，その時点までに有効で、あった

規定に従って，彼が博士の肩書を取得した医

学分野で実践業務を行なう資格を有する.

第四条第2条に示された制限は，1865年

9月1日以前に， 王立軍医教習所に於て教習

生の資格を有していた者に対しては適用され

ないものとする.
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第十五条 試験ノI時ハ公ニ布告〆諸人ノ臨席ヲ許

ス但病床，化学製造局，及産簿ユテ行フ所ノ試

験ハ其会長ノ許可ヲ得ノレニ非レハ妄ニ立入ルへ

カラス

右ノ外試験ニ関ノレ事件ハ凡テ地方官ノ規則ニ由

テ処分スヘシ

ジプ，マ

第十六条 第十四条ノ試験ヲ終ノレ者ニハ印禁ヲ与

フ

第五条第七条第八条第九条第十一条ノ試験ヲ終

ノレ者ニハ免許状ヲ与フ

第五条ノ試験ヲ経テ免許ヲ得ノレ者ハ「アルツ」

ノ稽ヲ受クヘシ

第十七条 前条第一段ノ印票ヲ受ノレニハ四十元ヲ

納ムヘシ

免許状ヲ受ノレニハ左/金額ヲ納ムヘシ

内科外科産科ノ免許状 六十元

薬舗生徒ノ免許状 十元

右印禁及免許状ノ金ハ試験集会ノ諸入用ヲ差引

テコレヲ官庫ニ納ム但部曲ノ旅費滞在料休業手

当金ノ如キハ此入用 ノ中ニ算セス
，ジジナ Vタトル アルチスハルマ4也ゆチスドタトル

和蘭大学校ニ於テ医学士或ハ薬剤j 学 土

ノ等級ヲ得シ者ハ前段ノ出金ニ及ハス

!日法処分ノ条例

第十八条 此条例発行ノ時和駒大学校ニ於テ「カ

ンジダート」ト ナリシ者ハ医術中其学士ノ等級

ヲ得タノレ科目ダケハ当時ノ 規則ニ由テ之ヲ行フ

ヲ箭ス

第十九条 一千八百六十五年第九月一目前ニ於テ

軍医ノ教育学校ニ入リシ生徒ハ第二条ノ規則ニ

関係ナシ



第20条本法律が施行されるにあたり，内

科学，外科学，産科学の博士号を有する者は，

以下の諸状況を考慮し，下記資格を認められ

るものとする.すなわち，内科医の博士号に

付随する資格のもとでは，部分的に医薬品を

投与することにより外科医の要請による治療

を行なうことが認められる.また，関節炎，

皮膚疾患，静脈癒の治療の際，局部的な痛み

を和らげるために包帯を巻くことも認められ

るものとする.潟血ならびに局部的な放血措

置，膿傷の開破および傷の縫合の措置，動脈

性出血の止血，また，骨折治療，脱臼の救急

手当として暫定的に包帯を巻くこと:切断手

術を行なわずに依頓を聞いた後で、のヘルニア

の発生，及び脱腸帯のとりつけ;尿量が減少

した際の導尿カテーテル措置;歯科手術.上

記以外の手術については，必要性が生じた場

合には行なうことを認めるが，その際には24

時間以内に監察官にその旨を届け出る義務が

あるものとする.

上記指示は外国の大学で、資格を取った者，

また当法律が施行されるにあたり， 1818年3

月12日施行の法律(法令集 No.16)の第8条

に該当する者に対しでも同じく適用される.

第21条 この条例の発布より少なくとも 4

ヶ月前に許可を受けた以下に列挙する医師は，

王国内のいかなる市町村においても，医療業

務もしくはその一部を行なう資格を有する.

a 地方の外科及び産科医

b.地方の外科医

c 都市部の外科及び産科医

d. 都市部ならびに地方の外科医

e 産科医

f.薬剤師

g. 歯科医

同様にまた，上記の医師は，以下の業務を

行なう資格を有する:

a 医療分野全領域の実施

b. 内科医及び外科医の補佐

c 外科医ならびに産科医の補佐

d.外科医の補佐

c及びd項の外科医の補佐を行な う権限と

は，治療が外科領域のものではない場合に於

( 44) 

第廿条 此条例ノ発行前内科外科或ハ産科ニ於テ

学土ノ等級ヲ得シ者ハ左ノ権限ヲ以テ其術ヲ行

フヲ得へシ乃チ内科医ハ身体ノ局部ニ医薬ヲ用

テ外科ノ諸病ヲ療シ縦帯ヲ施シテ関節病皮膚病

腫物静肱腫等ノ如キ局局処病ヲ治スノレ寸刺絡及

局処ノ潟血ヲ施シ膿腫ヲ関破シ創湊ヲ縫合シ出

血セノレ動除ヲ結紫、ン骨傷及脱臼ヲ治スル寸切断

手術ヲ施サスシテ腸墜ヲ収メ尿閉ニ測泡子ヲ施

シデ千ニ歯牙療法ヲ行フ是ナリ爾余ノ諸術ハ急迫

ノ時ニアラサレハ之ヲ行フヲ許サス但之ヲ行フ

時ハ二十四時ヲ出テス監督ニ報告スヘシ

外国ノ大学校ニ於テ印票ヲ得此条例ノ発行前千

八百十八年三月十二日ノ規則中第八条ニ基テ許

可ヲ受シ者モ亦前ニ同シ

第廿一条 此条例ノ発行ヨリ少キモ四ヶ月以前ニ

許可ヲ受ケタノレ医師ハ医術ノ全科若クハ其ー科

ヲ行フヲ得へシ其医ハ即チ左ノ如シ

甲 村落ノ外科産科医

乙村落ノ外科医

丙市中及村落ノ外科産科医

丁市中及村落ノ外科医

戊産科医

受薬舗師

庚 牙科医

右ノ内

甲ハ広ク全科ノ医術ヲ行フヲ得へシ

乙ハ内科及外科ノ翠助ヲ為スヲ得ヘシ

丙ハ外科及産科ノ翠助ヲ為スヲ得へシ

丁ハ外科ノ議助ヲ為スヲ得ヘシ

右ノ外丙了ハ外科ノ諸病ニ内服外用ノ薬剤ヲ処

スルヲ得へシ

戊ハ産科ノ謡助ヲ為スヲ得へシ

右ノ外又産婦ニ内服外用ノ諸薬ヲ処スノレヲ得へ

‘ノ



ける内服薬ならびに外用薬の処方もしくは投

与を意味するものとする.

e 産科医の補佐.

産科医の補佐を行なう権限とは，外用薬を

処方あるいは投与することを意味するものと

する.

f.調薬の施行について;

g. 歯科医術の実施について.

歯科医の法的権限はその範囲を口腔ならび

に歯科治療に限るものとする.

第22条本法律が施行される少なくとも 4

ヶ月前から，有資格の船医は，商船の乗組員

ならびに乗客に対して，外科及び内科治療の

補佐をする資格を有する.彼ら(船医)はさ

らに民間人としての外科医の資格をもつもの

とする.

第23条本法律の施行，もしくは第四条に

記した条項に従って，衛生医官の資格を有し

ている者は，以下の場合，外科医ならびに内科

医の補佐を行なう資格を有するものとする :

a. 王国の海陸軍に属するもの，な らびに

その家族全員;

b. 軍人以外のものでは，王国の海陸軍に

属している聞に擢病したもの，もしくは王国

補給庫ならびに作業場に奉職しているもの及

びその家族;

c. 法務大臣がこれを必要と判断した場合

には，囚人および監獄に勤務する者，ならび

にその家族;

d. 内務大臣の権限にのっとり，海軍大臣，

或いは陸軍大臣の承、認を得，かっその権限

を代行する医療監祭官により，要請された場

ム.
口，

e 一時的な補助が必要な場合で，それ以

外に方法がないとされる時;

f.その者の助言も しくは補助を， 法律上，

資格を有する医師から要請された場合.

この権限は，軍薬局で薬剤業務に連ってい

る人に対しても同じく有効であるものとする.

第24条 この条例の施行の時点で恩給を受

けているか，あるいは別の名誉ある形で業務

から退いた一等，二等の衛生医官 (0伍cieren

von gezondheid)， およびこの条例の施行の

( 45 ) 

受ハ製薬術ヲ行フヲ得へシ

庚ハ牙療ヲ行フヲ得へシ

牙医ハ口中薬及歯薬ヲj患者ニ授ノレヲ得へシ

第廿二条 此条例ノ発行ヨリ少キモ四ヶ月以前ニ

許可ヲ受ケタノレ船医ハ渡海客及商船乗組人ノ治

療ヲ謹助スノレヲ得ヘク又市中ノ外科医タノレヲ得

J¥‘/ 

第廿三条 此条例発行ノ時或ハ第十九条ノ規則ニ

テ衛生医官トナリシ者ハ左ノ人員ェ治療ノ翠助

ヲナスヲ得へシ

申 海陸軍ノ官員及其家族

乙 海陸軍病院ニ属スノレ乎人或ハ兵船廠及諸

製作場ニ使役スノレ職人及其家族

丙 司法宰相ノ求アノレ時ハ罪人囚獄吏及其家

族ノ治療ヲ翠助スノレヲ得へシ

丁 海軍或ハ陸軍宰相ノ立会ニテ医務監督ヨ

リ国内事務宰相ノ命ヲ以テ之ヲ求ル時モ亦同

前タノレヘシ

戊何人ニ限ラス急病ニ催テ他医ノ助ケナキ

者ハ之ヲ療スルヲ得へシ

予を 此条例jニ由テ免許ヲ受ケタル医師ヨリ招

カノレ L時ハ其療法ヲ商議シ或ハ其術ヲ義助ス

ルヲ得へシ

第廿四条 第一等第二等ノ衛生医官此条例発行ノ

時既ニ致仕シテ安置銀ヲ受ケ或ハ他ノ顕栄ヲ被

ノレ者及此時尚奉職スル者其等級ヲ持シ或ハ顕栄

ヲ被リテ退職スノレ時ハ全国ニ於テ広P医術ノ全



時点で-なお医療業務にたずさわっている衛生

医官は，彼らがこの等級を持ち，上記の方法

で業務を退く時には，王国全土において内科

外科の医療業務にたずさわる資格を有する.

この法律が実施されるに際し， 軍属薬剤師

の地位に就いている，もしくは同地位に就い

ていたことがあり ，名誉ある形で業務から退

いた者は，試験を改めて行なわなくても，薬

剤師としての資格を有する.

この規定は，同様の地位をもち同様の形で

植民地での業務を退いた衛生医官及び軍属薬

剤師に対しでも適用される.

第25条 この法律が施行されるに際し，現

職の助産婦は，王国内の医療全般にわたる業

務の実施に対して法的権限を有するものとす

る.

第26条第4条第 1項ならびに第8条第2

項に前述した証明書の交付，及び第7条に記

した試験に関して，以下の者は之を例外とす

る.即ち，当該法律の施行される 2年前まで

に，州もしくは居住地の医療委員会により内

科医学或いは薬学の徒弟として登録されてい

る者.

第27条 当該法律が施行されるに際し，既

に医療を部分的に実施する権限を有している

者，及び第20条，21条，22条に:記されたとこ

ろに従ってその法的権限を拡大せんとする者

を対象に実施する試験に於ては，当該受験者

は資格既得の分野については，その試験を免

除されるものとする.

上記に該当する者については，第5条に記

された試験を，王立委員会が実施するものと

する.

第28条 当該法律が施行されるにあたって，

衛生医官の官位にある者，もしくは官位につ

いていた者は，第4条ならびに第5条 a，b， 

c及び f，及び E のうち内科学と外科学分野

に言及するものに関する試験については，之

を免除されるものとする.

最 終 規定

第29条本法律の定めに対立する法律及び

規定は，破棄されるものとする.

科ヲ行フヲ得ヘシ

此条例発行ノ時兵部薬剤官ノ等級ヲ得或ハ既ニ

之ヲ得シ者顕栄ヲ被リテ退職スノレ時ハ再試験ニ

及ハス薬舗師タノレヲ得へシ

属地ニ在勤セノレ医官及薬剤官向上ノ等級或ハ顕

栄ヲ得テ其職ヲ免セラノレ与者モ亦省ノ如シ

第廿五条 此条例発行ノ|時既ニ開業セシ産婆ハ諸

人ニ其業ヲ行フヲ得へシ

第廿六条 医学或ハ製薬学ノ生徒此条例jノ発行ヨ

リ二年以前其他ノ医務掛ニ其入学ヲ届ケシ者ハ

第四条ノ第一節第八条ノ第二節ニ載スノレ所ノ証

拠及第七条ノ試験ニ及ハス

第廿七条 此条例発行ノ時既ニ医術中ノ ー科ヲ行

フヘキ許可ヲ得シ者第廿条第廿一条第廿二条ノ

外尚広ク其術ヲ行ハ ント欲スノレモ ノハ更ニ他ノ

科目ヲ試験ス

此試験ヲ受ノレニハ第五条ノ試験掛理事官ノ前ニ

於テスヘシ

¥ 

或

乙

得

甲
ヲ

ル
級

ス

等

載

ス

ノ

ニ

、

官

条

及

医

五

ニ

生

第

ル

衛

条

受

時

四

ヲ

ノ

第

験

行

ハ

試

発

者

ノ

例

ル

科

科

条

得

内

外

此

ヲ

戊
之

及

条

ニ

突

入

既

丁

廿

ハ

丙

第

第廿九条 此条例ニ矛盾スノレ所ノ法例及布告瀕ハ

一切取消スヘシ
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第30条本法律は.1866年 1月1日もしく

はそれ以前に効力を発するものとする.同法

律が法令集に記載され，関連の内閣各省，当

局，官吏がこれを正しく実践することをここ

に命じるものである.

1865年6月1日 、ーグに提出

ヴィ

内務大臣

レム

トルベッケ

1865年 6月2日公示

司法大臣 オリヴィエ

参考文献

1)川瀬 清:楽史学雑誌.22. 77 (1987) 
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第三十条此条例ハ一千八百六十六年第一月一日

令発行モノナリ

オランダ帝国法令集

1865年版表紙



オランダ 1865年法第 60号と山崎文庫「行医ノ条例」

Royal Dutch law No.60 (1865) and ‘the law of 
medical practicing' 

訳本での表題「行医ノ条例」は医師および

助産婦が就業する場合を規定した法令の意味

である.原文は4章23条、訳本は4章21条と

なっている.

第 1章は第 l条から第3条までで総則.

第 2章は本法律の中心部分で;

第 4条は開業手続き，

第5条は患者死亡時の処置，

第6・7条は流行病の取扱い，

第 8条から第11条までは薬物治療関係で，

第8条は処方せんの様式，

第 9条は医薬分業の実施，

第10条は無資格匿の投薬，

第11条は薬剤師との特約の禁止，

第12条から第14条までは船医関係の規定，

第15条から第17条までは助産婦の就業規定，

第 3章，第18・19条は罰則規定.

第4章は経過措置で第20・21条のみが訳出

されている.

オランダ帝国法条文 および 山崎文庫訳本条文

(第60号)1865年6月1日制定，医術の実

行を規定した法律*

朕，ヴィレムE世，神の恩寵により，ネー

デルランド国王， オレンジーナッソ 一公， ル

クセンブルク大公，等々々.

これを見，あるいは聞き，読まん者すべて

に幸あれ ! すなわち:

かように朕は，医術の実行を法に定めるこ

との必要性を考慮した;

朕は枢密院の考えを聞き，また議会の大方

の意見に従い，これを承認し了解した.同様

に以下についても承認し了解するものであ

る :

s1. 総 則

第 1条医業の実施，法が業として理解し

ている内科，外科，産科分野での助言ないし

援助業務は，法に従ってこれに関する資格が

与えられている者だけに許される.

* (No.60.) WET van den lsten Junij 1865， 
regelende de uitoefening der geneeskunst. 
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行医ノ条例

(な し)

第一章

第一条 凡医師内外科及産科ノ治法ヲ商議スノレト

自ラ其術ヲ施ストニ拘ハラス凡テ条例ニ由テ免

許ヲ得ル者ニ非レハ之ヲ行フ 寸ヲ得ス



第 2条朕は，王国領土内に居住する外国

人，専門家に対し，また流行病の際には法に

よって資格を与えられていない住民に対しで

も，定められた条件のもとで医療業務を行な

うことを許可する.この認可は，随時，取り

消されうる.

第 3条 ひとり，医療のみは，その法的権

限の範囲内に限り，自身が治療を行な ってい

ることを公にし或いは自身が医師であるこ

とを公衆に示すに足る肩書を名乗ることを許

されるものとする.

S2.医師および助産婦について

(第 4条 医師及び助産婦は，医業を始める

に先立ち，各 4の居住せる州の監察官に対し

各自の資格証明書を明示するもの とする.

この証明書の有効性についての証明が求め

られた場合には，これを立証する法的な証明

が提出されなければならない.

医師および助産婦は，その資格証明書にも

とずき，居住地の行政長官に対し，本人がそ

の居住地域において医師或いは助産婦と して

就業する旨を届け出るものとする.業務実施

のためある市町村に一時的に滞在する場合，

その医師は，当該市町村の長に対し，彼(医

師j)が本来居住する市町村の監察官によ って

証明を受けた自らの資格証明書を， 提示する.

第 5条 医師は患者の死に際 しては，登記

係戸籍吏に代わって患者の死亡証明書にサイ

ンし，その死を承認す るもの とするが，秘密

遵守の宣誓に反さない範閤内で， でき得る限

り患者の死因を明確かつ精確に述べる ものと

する.

第 6条 医師及び助産婦は，その担当地域

内に於て，公衆の健康に害を及ぼす ような病

気が発生した場合には，速やかに，遅くとも

3日以内に，その州の監察官，及び市長にそ

の旨を届け出るもの とする.

第 7条 医師及び助産婦は，種痘を笑1泊Jし，

或いは天然痕 (抱癒)患者を治療 した際には

2週間以内に，その旨を関係者に申し出るも

のとする.

その写 しl通は彼らによって保存され，そ

( 49 ) 

第二条 王国ノ内外ニ住スノレ外国人及大学者モ亦

事宜ニ由テ医術ヲ行フ 寸ヲ許ス又流行病アノレ時

ハ免許ヲ受ケサノレ人民ト雌}f:治療ヲ許ス寸アノレ

ヘシ{旦此許可ハ~t時限リタ ノレヘシ

第三条 J-L ソ医師ノ 共祝;j ヲ行 フ寸 ヲ報告シ或ハJ~

医タノレヲ表スノレ所ノ称号ヲ附スノレニハ必其権限

ヲ越ユヘカラス

第二章 医師及産婆ノ規則

第四条 医師及産婆;民業ヲ開ント欲スノレ者ハ其免

許状ヲ居住地ノ除督ニ差出シ蛇督ノ改ヲ受クへ

シ

右改ヲ受ノレニハ法ノ虫I?~l版籍居住ノ証書 7 JL

スJ¥シ

改済ノ免許状ハ其土地ノ 戸長ニ示 γ且某地ニi上

スノレ医師或ハi!E婆タノレ寸ヲ知ラシムヘシ

又一時他所ニ寄儲〆共栄ヲ行ハン ト欲スノレ者ハ

:tt本質ノ監督ニテ改済ミ タノレ免許状ヲ君子街地ノ

戸長ニ示スへ・/

第五条 施治/患者死スノレfE'fハ之ヲ其地方官ニ腐

ケ且:Jt病死ノ原因ヲ詳細ニ開申 スヘシ

第六条 大ニ人民ヲ害スノレ流行病アノレヲ知ラハ三

日ヲ 出テス其地方ノ監督及戸長壁正ニ届出ツへ

、/

第七条 種痘ヲ施シ或ハ天然、疫ヲ療スノレfI寺ハ其経

過後十四日以内ニ之ヲ書記シテ関係/官吏ニ報

告スヘシ

右ノ 写ハ貯へi夜テ宝更年一月|浪リ之ヲ地方官ニI:U

スヘシ



の際報告された行為あるいは処置が行なわれ

た年の終了後遅くとも 1か月以内に市町村役

所に提出される.

第 8条 医師及び助産婦は，処方築がした

ためられた日付，薬剤の使用方法を明確に処

方築の上に記し，その処方築に氏名の頭文字

を示すか署名する.

第9条 医薬品の交付は，木条文に規定さ

れている場合を除いて，たとえ彼らが薬剤師

の資格を獲得している場合でも，すべての医

師に対して，これが禁じられる.

医師は，同人が医業を営んでいる地区内に

業務を行な っている薬剤師がL、ない場合には，

その地域内で医業を営んでいる限りに於ては

医薬品を交付する法的権限を有するものとす

る.業務を行なっている薬剤師がし、ない地域

に限っては，本来の医業を営む地域以外に於

ても同様に上記法的権限を認めるものとする.

業務を行なっている薬剤師が l:f，しかし、ず，

同人が業務を遂行できなくなったような地域

に於ては，当該地域を担当する州の郡長官は，

医師に対し医薬品を交付する旨，認可を与え

ることが許される.

医薬品を交付する資絡を与えられている医

師は，精巧な測定若it，分銅，秤，そして彼ら

により製作され，監察官によって調査裏書さ

れたリストに記載された医薬品をつねに目に

見えるところに置いておくものとする.上記

リストには，枢密院令により指定された医薬

品を遺漏なく記載するものとする.

医師は，彼ら自身が不在の際にも医薬品

及び議物を，管理委員会及び監察官が検査及

び調査できるように配慮する.

上記医薬品は，その交付を準備する際に，

医師，薬剤師助手，薬剤師従弟を除いて，他

の如何なる者の手にも渡ってはならない.

第10条 前条項の規定に従い，医薬品交付

の資格を有しない医師が，秘密の病気の際に，

医薬品を患者に交付する場合，その医薬品は，

それらが用いられている形で，当該患者自身

のもとに，薬剤師によって屑けられるものと

し，かっこれら医薬品には後者の封印がつけ

られていることとする.
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第八条 処方書ハ年号月円及其薬ノ用法ヲ詳載シ

;tt下ニ己ノIfl名ヲ記スヘシ

第九条 医師ヨリ病者ニ楽ヲ授ノレ 寸ハ此条例/外

墜タ之ヲ禁ス製薬剤術ノ免許ヲ得シ者ト雌之ヲ

許サス

楽舗コレナキ土地ニ住スノレ医師ハ其在留/間限

リ投薬スノレ寸ヲ許ス但他所ニテモ薬命Iiコレナキ

地ハ同様タノレヘシ

t量ニ一軒ノ楽街Iiノミ コレアノレj也ハ其所/議員行

司ニテ医師ノ説ヲ開キ以テ投薬ヲ許スヘシ

投薬ノ許可ヲ得タノレ医師ハ精好ノ楽秤法馬及jl;

目録ニ記載シテ監督ノ点検ヲ縫タノレ諸薬品ノ、忍i

t'r之ヲ整備シ見易キ様エ配列シ誼タ ヘシ布目録

ニハ国法ニテ定ノレ}ヲr/ 薬品-~]欠クヘカラス

検査掛及EP督;.fミリテ其楽品寄ヨ高等ヲZE検スノレ11年

ノ、本人他出中タリトモ差支ナキ係致シ í(l~ !1ヘシ

¥ 

第十条 前条/規則ニ随ヒ投薬ノ免許ヲ得サノレ所

ノ医土秘密ノ病者ニ薬ヲ与へント欲スノレlI~fハ法

ノ刻1ク製シタノレ薬ヲ薬舗主ヨリ受取リ其封印ノ

俊之ヲ病者ニ送ノレヘシ



第11条 医師は，彼らの患者に対する医薬

品の交付に関して，直接的または間接的に薬

剤師と協定を結ぶことを禁じられる.

第12条 船上の業務に携わる医師は，各航

海の際毎に，彼らの資格証明を当該市町村の

耽督官から受けることとする.

この証明の提示がなければ，彼らは，船の

乗員名簿に記載されない.

第13条船上の業務に燐わる医師は，彼ら

によって作成され，監察官によって検査され

たりストに挙げられている医薬品及ひ。器材類

を，船中の閉鎖された一室あるいは，彼らが

常にその鍵を般市している容器の中に入れて

おくものとする.

第14条 船長， もしくは船長の代役を務め

る者は， 日誌に，乗船している医師が前述の

規定に違反する行為をした場合にはその旨を

記入するものとする.

日誌の'1'でJ二記行為に言及した部分の放粋

は，船が寄港予定地に到着した際に，州の!詑

察官に提出されるものとする.

第15条 助産婦は，何ら障害のない平産の

際にのみ，産科上の補助および助言を行なう

資格が与えられている.上記以外の如何なる

場合に於ても，助産婦は産科医の資絡を有す

る医師の補佐を求めるものとする.

このことができない場合，助産婦は，別の

医師，必要とあれば，別の助産婦の補佐を求

めるものとし，また当面の事態に対し措置の

遅滞が許されない類のものである場合には，

自ら事態に対処するものとする.

上記の場合，産科的器具の使用は助産婦の

権限外のものである故，患者の手当を済ませ

た後24時間以内に，その旨を監察官に届け出

る義務があるものとする.

第16条助産婦は，出産の際に潅腸を施し

たりカテ ーテノレを使用することについては，

法的権限を持つものとする.

医師の命令による場合には，助産婦は出産

以外の場でも，同様にカテ ーテルの使用，被

腸や放瓜lの措置をとることが許される.

第17条 助産婦は，その有する産科術の知

識について医療官吏によって求められたすべ
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第十一条 医師自身又ハ中人ヲ以テ薬舗主ト約定

ヲ結ヒ病者ニ薬ヲ送ノレ寸ハ禁止タノレヘシ

第十二条船医ハ航海ノ回1Ftニ必免許状ヲ其地ノ

!日正督ニ出シテ改ヲ受Fヘシ改済ノ免許状無之者

ハ其名ヲ自ij丁/111ニ，1長スヘカラス

第十三条 船医ハ其目録上ニ記載シテ監督ノ点検

ヲ経タノレ薬品器機類ヲ船中ノ一室或ハ箱ノ中ユ

蔵シ位始終其鎗ヲ携帯スヘシ

第卜四条 船医若シ航海中市l段ノ法ヲ犯ス寸ア レ

ハ船主或ハ代理者;tl;状ヲ日nuニ録、ン置州内到着

ノ港ニ於テ其地ノ!絞脊ニ訴フヘシ

第十五条 凡{'gg婆ハ平産ノ時ノミ議助ヲ為スヲ

得へシ其余ハ必産科免許ノ医土ヲ招テ助力ヲ受

ノレヲ法 トス若シ其医来ラサノレIl;'jハ{也ノ 産婆ヲ呼

フヘシ然レ)f:事実急迫ニシテ其猶予ナキH寺ハ射

炭ヲ施術スノレ寸アノレへ・/但産科探械ハ用フノレヲ

許サス且又此I時ハ分娩後廿四時ヲ出テス之ヲ11主

督ニ届出へシ

第十六条 産婆ハ臨産ノ婦人ニ漉腸ヲ施シ浪.11泡子

ヲ用ノレヲ得ヘシ

但臨産ノ者ニ限ラス平常ノ病婦ニテモ医土ノ処

方ニ随テ向上ヲ施シ蝋針ヲ即iスノレハ妨ナシ

第十七条 ilj'，'婆若シ医務ノ官員ヨリ詞問ヲ受ノレI時

ハ委シクJt施術ノ状ヲ開司1スヘシ



ての情報を彼らに提供する.

93.罰 則

第18条 医療を行なう法的権限を持たない

者が医療を行なった場合には 3か月以上 1

年以下の懲役ならびに75フロリン以上3∞フ

ロリン以下の罰金の双方，あるいはそのいず

れか一方の刑に処するものとする.

医師もしくは助産婦が，己の有する法的権

限の範囲を逸して医療行為を行なった場合に

も同様に違法行為とみなすものとする.

上記の場合には，1854年6月29日より施行

されている刑法法典(法令集 No.102)の第

463条ならびに第20条が適用されるものとす

る.

第四条 本法文に別途記されている違法行

為をなしたり，或いは必要に迫られて医療行

為を行なったものの，当該医師の有する法的

権限を逸脱するものであり，その旨を24時間

以内に監察官に届け出なければならないとす

る条項に従わなかった場合には，10フロリ ン

以上 200フロリン以下の罰金刑に処するもの

とする.

初回の処罰から 2年以内に再び違法行為を

犯した者は，罰金の上限を 5∞ フロリンに増

加する他，さらに 3日以上 1年以下の懲役刑

を課すものとする.

1854年6月29日より施行されている刑法法

典(法令集 No.102)の第463条ならびに第

20条が上記場合に適用される.

94.経過措置

第20条本法律が施行されるにあたり，医

薬品の交付に関して既に法的権限を有してい

る医師は，現居住地に留まり，その時点で有

資格である者に限り ，その法的権限を認める

ものとする.

第21条 本法律が施行されるにあたり，医

療の全域もしくは一部に於て業務を営む法的

権限を有する者は全て 6か月以内に，業務

を行なう地域を担当する州の監察官から，法

的権限を証明する査証の交付を受ける義務が

あるものとする.
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第三章犯罪罰則

第十八条 J'Lソ免許ヲ得ス〆医術ヲ行フ者ハ三月

乃至一年ノ間監倉ニ入レ又ハ七十五元歪三百元

/間金ニ処シ或ハ政倉吉ij金共ニ命スノレ寸アノレへ

γ 

医土産主主ニ限ラス権限外ノ 術ヲ行フ者ハ無免許

行医者ト同罪タノレヘシ

第十九条 此条例ニ掲載スノレ所ノ諸規則ヲ犯ス者

及急迫 /1侍ノ ミ医術ヲ行フヘキ免許アノレ医師其

施術後廿四時以内ニ盟主督ェ届出サノレ者ハ十元乃

至二百元/罰金ニ処スヘシ

一回犯罪/後二年ヲ過キス再ヒ其罪ヲ犯ス者ハ

五百元/罰金ニ処シ且三日乃至一月間監倉ユ入

ノレヘシ

旧法処分ノ条例

第廿条 此条例発行ノ H寺既ニ投薬ノ免許ヲ得シ者

ハ其地在住ノ間限リ投薬スノレヲ得ヘシ

第廿一条 此条例発行ノ11在日正ニ医術ノ全科又ハ:Jl

一二科ヲ行フヘキ免許ヲ得シ者ハ六ヶ月ノ 1)~Jt

免許状ヲ居住地ノ欧督ニ出シJl改ヲ受Fへ γ



第22条 1818年 3月12日施行の法律(法令

集 No.16)，同じく 1838年 3月27日 (法令集

No.lO)ならびに 1816年 7月28日(法令集

No.32)の各法律は， その法に基づく規則な

らびに同法より敷市される全規則が，本法律

の定むるところに反する場合に於ても，適用

されるものとする.

第23条本 法律は1866年 1月 1日もしくは

それ以前に効力を発するものとする.同法律

が法令集に記載され，関連の内閣各省，当局，

官吏がこれを正しく実践することをここに命

じるものである.

1865年6月 1日 ハーグに提出

ヴィレム

内務大臣 トルベッケ

1865年 6月2日公示

司法大臣 オリヴィエ

(なし)

編 集 後記

事務局所在地の変更

日本大学理工学部薬学科は，1988年度より同大学

薬学部に界栴し，船橋市習志野台の新キャンパスに

移ることとなりました. 木村縦四郎前会長のR~ï 代よ

り長期間にわたり日本薬史学会事務局を引き受けて

頂いておりましたが，校舎新築移転とL、う事態に対

応するため，下記の如く東京薬大へ事務局を移すこ

とになりました.

本薬史学会の活性化に乗り出している重大な時て‘

もあり ，旧来にも憎してご援助給わるよう，お跨l~ 、

申し上げます.

~c 

〒192-03 東京都八王子市堀之内 1432ーl

東京薬科大学内 臼本薬史学会事務局

電話 0426-76-5111(代)

担当川 瀬 清(内線 607)

山田健二(内線 868)

薬史学会文庫の開設

明治薬科大学当局の理解ある援助を得て，同大学

世H3谷校に「薬史学会文庫」の名称を持つ部屋が出

来ま した.

現在，各薬科大学(薬学部)史および製薬会社な

どの社史について寄贈を受け，その他薬史学を学び，

研究を進める上での参考になる資料を収集しつつあ

ります.一般公開は秋になる予定です.

活発な学会活動を目ざして

日本の薬学会全体のなかで薬史学研究の占める割

合は，諸外国に比べてまだまだ小さいと言うほかは

ありません.このような時期の学会は，研究の質的

向上とともに，普及活動も合わせ行わねばなりませ

ん.

機関誌 ・紙の充実，研究会 ・見学会の開催など地

道な活動に取組む計画を建てています.

(111瀬清)
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薬史学雑誌投稿規定

(1985年度より施行， 1988年4月総会で改正)

1. 投稿者の資格:原則として本会々員であること(共著者はこの限りではない).会員外の原

稿は編集委員会の承認を経て掲載することがある.

2. 原稿の種類:原稿は医薬の歴史，およびそれに関連のある領域のものとする ただし他の雑

誌(圏内圏外を問わなし、)に発表したもの，または投稿中のものは掲載しない.

(イ) 原報:著者が新知見を得たもので和文，英文のいずれでもよい.原則として図版を含む刷

り上り 8頁以内(英文は6頁以内)とし，刷り上り頁数は偶数であることがのぞましい.

伊) ノート :原報にくらべて簡単なもので，断片的あるいは未定の研究報告でもよい.和文・

英文どちらでもよい.図版を含む刷り上り 2頁または4頁とする.

付 史伝:医薬に関係した人，所，事蹟等に関する論考，届Ijり上り 6頁以内とする.

(ニ) 総説:原則として本会から執筆を依頗するが，一般会員各位の寄稿を歓迎する.そのとき

は予め連絡していただきたい，刷り上り 6頁以内とする.

(ホ) 雑録:見学，紀行，内外ニュースなど会員各位の寄稿を歓迎する.府IJり上り 2頁以内とす

る.

3. 原稿の体裁: 日本薬学会投稿論文執筆規定(ファルマシア第19巻 1号に掲載されている)に

従うこと 和文は桝書で平がな混り横書とし，かなづかし、は現代かなづかし、を用い，漢字は止

むをえない場合のほかはなるべく当用漢字で書くようにつとめること，なお原稿およびノート

には簡潔な英文要旨を著者において作成添付すること(英文の場合は和文要旨を同様に付すこ

と)• 

和文原稿は薬学会所定 400字詰原稿用紙またはこれに準じたものを用いること(原稿用紙4

枚が刷り上 り1頁にほぼ相当する).英文原稿は良質厚手の国際竿IJ(21 x 28 cm)の白地タイプ

用紙を用い，黒色で 1行おきにタイプ印書すること.

4. 原稿の送り先:本原稿 1部， コピー 1部を i(郵便番号 192-03)東京都八王子市堀之内，東

京薬科大学内， 日本薬史学会」宛に書留で送ること.封筒の表に 「薬史学雑誌原稿」と朱脅す

ること.原稿到着目を受理日付とし，到着と同時に投稿者にその旨通知する.

5. 原稿の採否・ 原稿の採否は編集委員会で決定する.不採用または原稿の一部訂正を必要とす

るときはその旨通知し，編集技術上必要があるときは原稿の細部の体裁を変更することがあ

る.

6. 投稿料別制料および図版料:投稿者はその原稿が印刷発行されてから 1カ月以内に，原

報，ノート，史伝，総説(依頼されたものを|徐く)は和文刷り上り 1頁につき 1，0∞円，英文

刷り上り 1頁につき 1，5∞ 円を払込むこと.

版下料，凸版料，写真製版料，別刷料については別に実貨を申し受ける.

別刷部数を希月Jiするときは，投稿の際にその部数を申込むこと

7. 正誤訂正:著者校正を 1回行う.論文出版後著者が誤怖を発見したときは，発行 1カ月以内

に通知されたい.

8. 発行期日 :原則として毎年 6月および 12月の 2回とし，各 30日を発行日とし，受周作ー

月日順に掲載する.



日本薬史学会会則
(1988年4月総会で一部改訂)

第 1条 本会は日本薬史学会 The]apanese 格は終身とする.

Society of History of Pharmacy 

と名付ける.

第 2条本会は薬学，薬業に関する歴史の調

査研究を行い，薬学の進歩発達に寄

与することを目的とする.

第 3条 本会の目的を達成するために次の事

業を行う.
¥ 

1. 総会(毎年日本薬学会の年会の

時に行う .

2. 例会(研究発表会，集談会). 

3. 講演会，シンポジムウ，ゼミナ

ール，その他.

4. 機関誌 「薬史学雑誌」の発行，

当分の間年2回とする.

5. 資料の収集，資料目録の作製.

6. 薬史学教育の指導ならびに普及.

7. その他必要と認める事業.

第 4条本会の事業目的に賛成し，その目的

の達成に協力しようとする人をも っ

て会員とする.

第 5条 本会の会員および年額会費は次の通

りとする.

通常会員 5，∞0円

学生会員 2，α)()門

外国会員 5，0∞円

賛助会員 30，(削円(一口)

名誉会員 随意

第 6条名誉会員は本会の発展に寄与したも

ので会長の推せんによって選任し，

総会の承認を得るものと し，その資

第7条本会に次の役員をおく.会長 1名，

幹事若干名， 評議員若干名，役員の

任期はカ 2年と し重任することを認

める.

1. 会長は総会で会員の互選によっ

て選び，本会を代表し会務を総

理する.

2 幹事は総会で会員の互選によっ

て選び，会長を補佐して会務を

担当する.

3. 幹事中若干名を常任幹事とし，

日常の会務および緊急事項の処

理ならびに経理事務を担 当す

る.

4. 評議員は会長の推薦による.

第 8条 本会に事務担当者若干名をおく.運

営委員会は会長これを委嘱し，常任

幹事の指示を受けて日常の事務をと

る.

第 9条 本会の事業目的を達成するため別に

臨時委員を委嘱することができる.

第10条 本会は会長の承認により 支部又は部

会を設けることができる.

第11条 本会の会則を改正するには総会で出

席者の過半数以上の決議によるもの

とする.

第12条本会の年度は，毎年4月 1日に始ま

り，翌年3月31日に終わる.

第13条 本会の事務所は東京都八王子市堀之

内 1432-1東京薬科大学内におく.

編集幹事 :JII瀬 清，山田光 男， i電戸 道夫

昭和63年(1988)6月25日印刷 昭和63年6月30日発行

発行人:日本薬史学会野上 寿

印 刷 所.-東京都文京区小石川 2-52-12 サンコー印刷株式会社

製 作 :東京都文京区弥生2-4-16 (財)学会誌刊行センター
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経~

⑨工場見学のご案内……ご希望の方には、火~金曜・1日2回、最新設備の製剤工場見学にご案内

内藤記念くすり博物館
宮 5悶;:島君sJII島日ーサ河川島工園内

~ 




